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S
ubject of this essay:
T
his essay tries to discuss the m
odern significance of the theory
“T
he N
ature of T
hings”
by the G
erm
an legal
 
philosopher G
ustav R
adbruch
(1878
?1949).
It is based on a w
ork that he w
rote in a late stage of this life,“T
he
 
N
ature of T
hings as a Juridical F
orm of T
hinking”‘D
ie N
atur der Sache als juristische D
enkform
(1948)’.
In the
 
past,I w
rote a little essay titled
“T
he Socialization of L
aw and the N
ature of T
hings”
(1976).
H
ow
ver,30 years
 
have passed since then.
T
he social background of law greatly changed,and I also learned m
uch from the legal
 
theory reseach of P
rof.D
r.Zong U
k T
jong,P
rof.D
r.T
hom
as W
urtenberger and others regarding this problem
,
so that I felt that it w
as necessary to m
ake additions and com
plete m
y old essay.
T
his is w
here this essay
 
re-discusses the sam
e topic in light of a new historical background.
C
hapter 2 of R
adbruch’s prim
ary w
ork
“R
echtsphilosophie”,8 th E
dition
(1973)explains the so-called
“nature of
?
）
一
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
things”
as follow
s.
T
o be sure,it is just in the field of legal science that the claim is being m
aide,the right rule should be derived
 
from
“T
he N
ature of T
hings.”
T
his claim m
any indeed be supported on certain grounds.
T
he legal ideal is an
 
ideal for the law and,m
ore especially,for the law of a certain tim
e,a certain people,and certain sociological
 
and historical conditions.
T
he idea applies to a certain m
aterial,is oriented tow
ard that m
atierial,and thus it
 
is turn party determ
ined by the m
aterial w
hich it is to govern.
Just as the artistic idea accom
m
odates itself to
 
the m
aterial,differing according to w
hether it is to be em
bodied in bronze or in m
arble,
so abjustm
ent to the
 
m
aterial is innate in any idea.
W
e call this relation the
“m
aterial qualification of the idia,”
deliberately
 
adopting the double m
eaning of the term
:
qualified by the m
atter because qualifying for the m
atter.
T
he
 
m
aterial qualification of the idea has been illustrated w
ith regard to the legal idea by E
ugen H
uber inhis theory
 
of the
“realities of legislation”
and also by F
rancois G
e?ny in his theory of the given factors
(donne?s).
N
ow nen
 
is tem
pted to identify this m
aterial qualification of the idea w
ith a preform
ation of the idea in the m
aterial.
Indeed,it is psychologically possible to visualize the idea both in and out of the m
aterial.
T
hus,M
ichelangelo
 
m
ay have seen,
vision-like,
the figure of D
avid in that rough-hew
n m
arble block out of w
hich he delivered it.
T
he sam
e applies w
here the jurist decides according to
“T
he N
ature of the T
hings.”
B
ut thus to visualize the
 
idea in the m
aterial w
hich it is intended to form is a lucky case of intuition and not a m
ethod of cognition.
F
or
 
m
ethodical know
ledge it rem
ains true that statem
ents concerning the O
ught can only be derived deductively
 
from other statem
ents concerning the O
ught and cannot be based inductively on fact of existence.
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
?
）
二
二
目次
序
に
代
え
て
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
事
物
の
本
性
」
一
．
「
事
物
の
本
性
」
と
「
社
会
的
な
法
」（sozialen R
echts
）
二
．
「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」（Stoffbestm
m
theit der Idee
）
に
つ
い
て
三
．
「
事
物
の
本
性
」
と
理
念
形
成
の
歴
史
性
結
び
「
社
会
的
な
法
解
釈
」（sozialen R
echtsausffassung
）
の
意
義
…
…
社
会
的
な
も
の
か
ら
人
間
的
な
も
の
へ
…
…
序
に
か
え
て
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
事
物
の
本
性
」
ま
ず
、
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ（
G
ustav R
adbruch,
1878 ～
1949 ）
の
「
事
物
の
本
性
」
論
の
考
察
に
さ
き
が
け
、
彼
の
高
弟
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン（
A
rtthur K
aufm
ann ）
が
編
集
し
た“G
ustav R
adbruch,
A
phorism
en zur R
echtsw
eisheit.
1963.G
o?ttingen.1963.”
※
の
第
６
章
を
掲
げ
よ
う
。
私
は
い
ま
だ
事
物
の
中
に
道
理
を
探
し
求
め
、
理
念
を
意
味
と
し
て
理
解
し
、
実
在
の
精
神
を
と
ら
え
、
事
物
の
本
性
と
よ
ば
れ
る
生
活
関
係
に
内
在
す
る
秩
序
を
求
め
る
ほ
ど
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
。（
一
九
四
?１
）
五
年
）
「
在
る
べ
き
も
の
」
は
決
し
て
「
現
在
あ
る
も
の
」
か
ら
演
繹
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
在
な
お
そ
の
効
力
を
有
し
て
い
る
数
多
の
法
を
熟
知
す
る
こ
と
は
、
我
わ
れ
に
正
し
い
法
の
何
た
る
か
を
決
し
て
教
え
は
し
な
い
。「
在
る
べ
き
も
の
」は
経
験
的
に
産
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
先
験
的
に
産
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
科
学
的
に
は
洞
察
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
個
人
的
確
信
で
あ
る
。（
一
九
〇
?２
）
五
年
）
?
）
三
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
材
料
は
ど
こ
で
で
も
形
式
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
形
式
と
は
、
つ
ね
に
一
定
の
材
料
に
対
す
る
形
式
で
あ
る
。
同
一
の
芸
術
理
念
が
大
理
石
ま
た
は
青
銅
に
「
材
料
に
応
じ
て
正
し
く
」
化
体
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
異
な
る
形
態
を
生
み
出
す
の
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
に
、
同
じ
法
理
念
を
、
異
な
る
経
済
体
制
に
適
用
す
る
と
き
は
、
異
な
っ
た
法
秩
序
を
生
ぜ
し
め
る
。（
一
九
一
?３
）
四
年
）
我
わ
れ
は
、
あ
る
現
象
に
「
価
値
が
あ
り
そ
う
」
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
に
「
意
義
」
を
与
え
、
そ
の
価
値
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
「
意
味
」
を
与
え
る
。（
一
九
一
?４
）
七
年
）
芸
術
的
な
理
念
が
材
料
に
適
応
し
、
た
と
え
ば
、
そ
れ
が
青
銅
の
な
か
に
具
現
せ
ら
れ
る
べ
き
と
き
と
、
大
理
石
の
な
か
に
具
現
せ
ら
れ
る
べ
き
と
き
と
で
は
相
異
な
る
よ
う
に
、
材
料
に
適
応
す
る
こ
と
は
ど
の
理
念
に
も
本
来
的
な
こ
と
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
を
「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」（Stoffbestim
m
theit der Idee ）
と
名
づ
け
る
。（
一
九
二
?５
）
四
年
）
事
物
の
本
性
に
従
っ
て
判
決
す
る
こ
と
は
、
生
活
の
社
会
的
実
相
の
意
味
内
容
を
体
得
し
、
か
つ
そ
の
意
味
内
容
を
（
現
象
学
的
に
、
pha?nom
enologisch
）
最
後
ま
で
考
え
ぬ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。（
一
九
二
?６
）
四
年
）
願
望
と
い
う
も
の
が
思
想
の
父
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
利
益
は
理
念
の
母
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ど
の
母
親
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
利
益
と
い
う
母
親
も
自
分
の
娘
で
あ
る
理
念
が
成
年
に
達
し
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
る
の
を
妨
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。（
一
九
二
?７
）
七
年
）
?
）
四
四
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
債
務
形
式
は
、
事
実
に
お
い
て
、
事
物
の
本
性
か
ら
強
制
的
必
要
性
に
よ
っ
て
発
展
せ
し
め
ら
れ
た
観
念
で
あ
る
。
人
が
自
然
法
に
つ
い
て
い
か
に
考
え
よ
う
と
、
科
学
に
お
け
る
実
証
的
な
法
則
化
を
伴
な
わ
ず
に
産
み
出
さ
れ
た
同
意
こ
そ
、
現
実
に
提
示
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
、
超
実
証
的
法
命
題
の
客
観
的
確
認
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
客
観
的
に
確
認
さ
れ
得
る
超
実
証
的
法
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
拘
束
力
の
あ
る
実
定
法
を
設
定
す
る
権
能
を
、
は
た
し
て
立
法
機
関
が
も
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
、
立
法
機
関
は
、
現
に
有
効
な
法
の
確
認
を
行
う
立
場
な
ど
ま
っ
た
く
有
し
て
お
ら
ず
、
た
だ
そ
の
法
が
不
当
で
あ
り
、「
非
拘
束
性
の
法
内
容
」（unverbindlicher
 
G
esetzesinhalt
）で
あ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
法
の
拘
束
は
そ
の
正
当
性
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
な
る
だ
け
な
の
か
、
い
ず
れ
の
考
え
方
が
正
し
い
か
は
、
な
お
疑
問
で
あ
る
。（
一
九
二
?８
）
九
年
）
理
念
に
よ
っ
て
形
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
素
材
の
な
か
に
、
理
念
を
観
る
こ
と
は
、
直
観
の
偶
然
で
あ
っ
て
、
認
識
の
方
法
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
方
法
的
認
識
に
と
っ
て
は
、
当
為
命
題
は
、
他
の
当
為
命
題
か
ら
の
み
（
演
繹
的
に
）
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
存
在
事
実
の
上
に
帰
納
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
変
り
は
な
い
。（
一
九
三
?９
）
二
年
）
「
事
実
的
な
る
も
の
の
規
範
性
」（N
orm
ativtat des F
aktischen
）
は
、
一
つ
の
矛
盾
で
あ
る
。
当
為
は
存
在
か
ら
決
し
て
発
生
し
な
い
。
あ
る
一
定
の
時
代
の
見
解
と
い
う
事
実
は
、
あ
る
規
範
が
そ
れ
に
規
範
性
を
附
与
し
た
と
き
の
み
、
規
範
力
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。（
一
九
三
?10
）
二
年
）
利
益
が
理
念
に
根
拠
を
求
め
る
そ
の
瞬
間
に
お
い
て
、
利
益
は
自
ら
自
己
を
こ
の
理
念
の
論
理
に
委
ね
る
が
、
こ
の
理
念
は
、
い
ま
や
自
ら
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
さ
ら
に
展
開
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
己
に
奉
仕
せ
し
め
る
た
め
に
、
こ
の
理
念
を
よ
び
迎
え
た
利
益
に
?
）
五
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
反
し
て
さ
え
も
展
開
す
る
。（
一
九
三
?11
）
二
年
）
法
の
条
項
の
な
か
に
は
、
実
定
法
か
ら
展
開
さ
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
即
物
的
必
然
性
に
よ
る
強
制
的
確
信
力
を
所
有
す
る
に
至
っ
た
も
の
が
内
在
し
て
い
る
と
は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
。（
一
九
三
?12
）
二
年
）
あ
ら
ゆ
る
法
思
想
は
、
そ
れ
を
育
ん
だ
「
歴
史
的
風
土
」（historichen K
lim
as
）
の
特
徴
を
必
然
的
に
担
っ
て
お
り
、
た
い
て
い
は
初
め
か
ら
意
識
は
し
て
い
な
い
が
、
歴
史
的
に
可
能
な
も
の
の
限
界
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
、
ま
た
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
事
物
の
本
性
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
。（
一
九
四
?13
）
七
年
）
事
物
の
本
性
、
そ
れ
は
、
存
在
と
当
為
、
現
実
と
価
値
の
け
わ
し
い
二
元
論
を
緩
和
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
人
々
と
、
事
物
の
中
に
理
性
を
探
し
も
と
め
る
人
々
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
人
々
と
の
合
言
葉
で
あ
る
。（
一
九
四
?14
）
八
年
）
意
味
と
は
、
存
在
に
お
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
当
為
、
現
実
の
な
か
に
現
わ
れ
て
い
る
価
値
で
あ
る
。（
一
九
四
?15
）
八
年
）
上
掲“A
phorism
en.”
の
出
版
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
を
経
て
執
筆
さ
れ
た
カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
る
論
文
『
類
推
と
〞
事
物
の
本
性
〝』
（A
nalogie und
‘N
atur der Sache’(1982)
?16
）は
、
先
に
掲
げ
ら
れ
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
箴
言
を
基
軸
に
展
開
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
カ
ウ
フ
マ
ン
の
主
著
『
法
哲
学
』（R
echtsphilosophie,1 A
ufl.,1994 u.2 A
ufl.,1997
）
か
ら
客
観
視
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
間
、
日
本
で
は
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
、
上
田
健
二
教
授
に
よ
っ
て
『
法
哲
学
』（
前
掲
）
が
翻
訳
?17
）
さ
れ
、
カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
る
事
物
の
本
性
論
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
「
事
物
の
本
性
は
類
型
?
）
六
六
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
類
型
推
論
の
要
で
あ
り
、
立
法
お
よ
び
法
発
見
の
類
推
的
方
法
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
」
と
説
く
自
ら
の
事
物
の
本
性
?18
）
論
を
、
総
じ
て
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
哲
学
が
フ
ッ
サ
ー
ル（H
usser
）「
事
物
そ
の
も
の
」“zur Sache”
に
至
っ
た
こ
と
を
正
し
い
と
評
価
し
つ
つ
、「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
哲
学
は
す
で
に
い
つ
も
?
法
存
在
論
?
“R
echtsontologie”
で
あ
っ
た
と
主
張
し
た
と
き
、
私
自
身
、
そ
の
よ
う
な
（
誤
っ
た
）
理
解“(M
iss-)V
erstandnis”
の
発
端
を
与
え
た
。
そ
こ
に
何
か
の
正
し
い
点
が
認
め
ら
れ
る
限
り
で
は
、
そ
れ
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、?
実
体
?
存
在
論
の
（Substanzontologie
）
意
味
で
は
理
解
さ
れ
え
な
い
。
そ
こ
で
意
味
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
結
局
、
単
に
、
立
法
者
の
任
意
処
理
に
限
界
を
設
定
す
る
法
の
内
実
を
承
認
す
る
こ
と
の
み
で
?19
）
あ
る
」
と
。
さ
て
、
本
稿
は
、
筆
者
の
旧
稿
を
回
想
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
か
つ
て
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
（ーT
.W
u?rtenber
?20
）
ger
）
や
チ
ョ
ン
（Zong U
k T
j
?21
）
ong
）
を
は
じ
め
と
す
る
内
外
の
優
れ
た
論
考
に
導
か
れ
て
拙
論
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
法
の
社
会
化
と
事
物
の
本
性
」（
一
九
七
六
年
）に
著
し
?22
）
た
が
、
今
日
、
こ
の
拙
い
旧
稿
を
顧
み
る
と
き
、
と
く
に
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
難
解
な
原
文
の
解
釈
と
幾
つ
か
の
日
本
語
表
記
に
つ
い
て
、
上
田
康
二
教
授
の
優
れ
た
訳
業
に
則
し
て
変
更
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
、
同
時
に
ま
た
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
示
唆
を
受
け
て
き
た
、
上
田
健
二
論
文
「〞
事
物
の
本
性
〝
に
関
す
る
一
考
察
」（
一
九
六
?23
）
七
年
）、
舟
越
耿
一
論
文
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
思
想
の
批
判
的
検
討
…
…
『
社
会
的
法
律
観
』
を
中
心
に
」（
一
九
七
?24
）
三
年
）
や
中
村
直
美
論
文
「
法
学
に
お
け
る
事
物
の
本
性
論
」（
一
九
七
?25
）
四
年
）
等
に
展
開
さ
れ
て
い
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
事
物
の
本
性
」
論
を
再
確
認
す
る
作
業
も
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
、
前
掲
『
箴
言
』
を
踏
ま
え
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
「
事
物
の
本
性
」
論
の
回
想
で
あ
り
、
併
せ
て
ヴ
ュ
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
Zong U
k T
jon
の
所
説
に
則
し
て
、
改
め
て
旧
稿
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
※
こ
れ
に
は
、
鈴
木
敬
夫
訳
と
し
て
、
旧
稿
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
編
『
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
思
慮
へ
の
箴
言
』
?
．
〜
?
．
が
あ
る
。
札
幌
商
科
大
学
『
論
集
』
第
一
五
号
（
一
九
七
五
年
）
〜
第
二
一
号
（
一
九
七
七
年
）
に
掲
載
。
?
）
七
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
註?１
）R
adbruch,D
er innere W
eg.A
ufriss m
eines L
ebens.G
o?ttingen,2.A
ufl.1961,S.53.
（
東
京
大
学
出
版
会
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
10
・『
心
の
旅
路
』、
六
七
頁
。
以
下
で
は
、
著
作
集
２
．
と
の
み
略
記
し
、
日
本
語
訳
書
名
を
省
く
）
（
２
）R
adbruch,Ü
ber die M
ethode der R
echtsvergleichung;in:M
Schrkrim 2.Jahrg.1905 /06,S.423.
（
３
）R
adbruch,
G
rundzu?ge der R
echtsphilos.
L
eipzig 1914,
S.
157.
（
著
作
集
２
・『
法
哲
学
綱
要
』、
一
五
二
頁
。
以
下
で
は
、
著
作
集
２
．
と
の
み
略
記
し
、
日
本
語
訳
書
名
を
省
く
）
（
４
）R
adbruch,Zur P
hilosophie dieses K
rieges;in:A
rchiv f.Sozialw
isenschaft u.Sozialpolitik,44.B
and.1917,S.142.
（
５
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff;in A
R
W
P 17.B
and.1923 /24,S.343.Siehe auch:
R
echtsphilosophie S.
98;
D
ie
 
N
atur der Sache als juristische D
enkform
,in:F
estsnhr.2.E
hren von R
udolf L
aun,1948,S.163.
（
著
作
集
１
・『
法
哲
学
』、
一
一
四
頁
。
著
作
集
６
・『
イ
ギ
リ
ス
法
の
精
神
』、
九
六
頁
。
以
下
で
は
、
著
作
集
１
．
著
作
集
６
．
と
の
み
略
記
し
、
日
本
語
訳
書
名
を
は
省
く
）
（
６
）E
benda,S.350.V
gl.auch:D
ie N
atur der Sache
（
註
５
参
照
）、S.161.und 171.
（
著
作
集
５
・『
法
に
お
け
る
人
間
』、
七
八
頁
参
照
。
以
下
で
は
著
作
集
５
．
と
の
み
略
記
し
、
日
本
語
訳
書
名
を
省
く
）
（
７
）R
adbruch,K
ulturlehre des Sozialism
us.B
erlin,3 A
ufl.1949,S.12.
（
著
作
集
８
・『
社
会
主
義
の
文
化
理
論
』、
十
一
頁
。
以
下
で
は
、
著
作
集
８
。
と
の
み
略
記
し
、
日
本
語
訳
書
名
を
省
く
）
（
８
）R
adbruch,D
ie B
egriffsbestim
m
ung der F
ahrla?ssizkeit im Strafgeset-zentw
urf;in
:M
Schrkrim 20.Jahrg.1929,S.618.
V
gl.auch:D
ie N
atur der Sache
（
註
５
参
照
）、S.176.
（
９
）R
adbruch,R
echtsphilosophie,Stuttgart,6.A
ufl.,S.99.V
gl.dagegen:D
ie N
atur der Sache
（
註
５
参
照
）、S.162.
（
著
作
集
１
・
一
五
五
頁
）
（
10
）R
adbruch,R
echtsphilosophie,S.288.
（
著
作
集
１
．
三
七
二
頁
）
（
11
）R
adbruch,R
echtsphilosophie,S.157.
（
著
作
集
１
．
一
九
三
頁
）
（
12
）R
adbruch,R
echtsphilosohie und R
echtspraxis,in:JW
 
1932,3,737.
（
13
）R
adbruch,V
orschule der R
echtsphilosohie.G
o?ttingen,2.A
ufl.,1959 S.22.
（
著
作
集
４
．
『
実
定
法
と
自
然
法
』、
四
九
頁
。
以
下
で
は
、
著
作
集
４
．
と
の
み
略
記
し
、
日
本
語
訳
書
名
を
省
く
）
?
）
八
八
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
（
14
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache
（
註
５
参
照
）、S.157.
（
著
作
集
６
・
八
三
頁
）
（
15
）E
benda,S.172.
（
著
作
集
６
・
一
一
七
頁
）
（
16
）
宮
沢
浩
一
・
小
林
宏
晟
訳
「
類
推
と
〞
事
物
の
本
性
〝
｜
?
類
型
論
に
関
す
る
一
考
察
」、『
現
代
法
哲
学
の
諸
問
題
｜
?
法
存
在
論
的
研
究
』（
慶
応
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
18
、
一
九
七
六
年
）
二
一
六
頁
以
下
。
（
17
）A
.K
aufm
ann,G
rundproblem
e der R
echtsphilosophie;
E
ine E
infu?hrung in das rechtsphilosophisch D
enken,
M
u?nchen
 
1994.
(R
echtspilosophie,
2.
A
ufl.,
M
u?nchen 1997)
こ
の
優
れ
た
翻
訳
は
、
初
め
『
同
志
社
法
学
』
第
五
一
巻
二
号
に
掲
載
さ
れ
、
以
降
、
同
第
五
四
巻
四
号
で
完
訳
さ
れ
た
が
、
後
に
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
著
『
法
哲
学
』〔
第
２
版
〕（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
（
18
）A
.K
aufm
ann,A
nalogie und
“N
atur der Sache”
Zugleich ein B
eitrag Zur L
ehre vom T
ypus.K
arlsruhe 1965,2.A
ufl.
1982. ；
宮
沢
浩
一
・
小
林
宏
晟
訳
「
類
推
と
〞
事
物
の
本
性
〝
｜
?
類
型
論
に
関
す
る
一
試
論
」、『
現
代
法
哲
学
の
主
問
題
｜
?
法
存
在
論
的
研
究
｜
?』（
前
掲
）、
二
六
六
頁
、
二
六
八
頁
。
（
19
）A
.K
aufm
ann,G
ustav R
adbruch.R
echtsdenker,P
hilosoh,
Sozialdem
okrat,
M
u?nchen 1987.
S.
161. ；
Ａ
・
カ
ウ
フ
マ
ン
著
『
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
』
中
義
勝
、
山
中
敬
一
訳
（
成
文
堂
、
一
九
九
二
年
）、
二
〇
〇
頁
。
続
け
て
言
う
。「
従
っ
て
、〞
自
由
に
処
理
し
え
な
い
〝
と
い
う
意
味
で
〞
存
在
論
的
〝
な
の
で
あ
る
。
我
わ
れ
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
見
出
し
、
実
体
的
な
も
の
に
お
い
て
で
は
な
く
、
相
関
関
係
に
お
い
て
（
例
え
ば
、「
事
物
の
本
性
」
が
相
関
関
係R
elation
で
あ
る
よ
う
に
）
見
出
す
」
と
。
二
〇
一
頁
。
た
だ
別
な
箇
所
で
に
、
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
事
物
の
本
性
を?
弁
証
法
的
に
理
解
す
る
立
場?
（B
aratta
）
に
支
持
を
与
え
て
す
る
。S.158.
訳
一
九
六
頁
。
（
20
）T
hom
as W
u?rtenberger,
Zur Idee des
“sozialen R
echts”
bei G
ustav R
adbruch,
in:
G
edachtnisschrift fur G
ustav
 
R
adbruch,hrsg.von A
rthur K
aufm
ann,1968,200ff.
（
21
）Zong U
k T
jong,D
er w
eg des rechtsphilosophischen R
elativism
us bei G
ustav R
adbruch,B
ooner rechtsw
issenschaftli-
che A
bhandlung,1967.
現
在
で
は
こ
の
復
刻
版
が
、
鄭
鍾
勗
博
士
遺
稿
集
『
韓
独
法
学
論
考
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
ソ
ウ
ル
大
学
、
鄭
鍾
勗
博
士
遺
稿
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）
（
22
）
最
初
は
、『
人
間
・
空
間
・
時
間
』
常
磐
敏
太
博
士
喜
寿
記
念
論
文
集
（
和
広
出
版
、
一
九
七
六
年
）
三
九
三
ペ
ー
ジ
以
下
掲
載
さ
れ
、
後
に
鈴
木
敬
夫
著
『
法
哲
学
序
説
』
初
版
（
成
文
堂
、
一
九
八
八
年
）
一
一
一
頁
以
下
に
収
め
ら
れ
た
。
?
）
九
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
（
23
）
こ
の
論
文
は
、
上
田
康
二
教
授
の
初
期
「
法
哲
学
理
論
」
に
位
置
す
る
も
の
で
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
「
事
物
の
本
性
」
論
を
精
緻
に
究
明
し
た
先
行
研
究
で
あ
る
。『
同
志
社
法
学
』
第
一
〇
一
号
（
一
九
六
七
年
）
九
九
頁
以
下
、
と
く
に
五
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
「
事
物
の
本
性
」
論
の
検
討
、
一
一
二
頁
以
下
。
（
24
）
舟
越
耿
一
教
授
の
論
文
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
法
思
想
に
お
け
る
、「
社
会
的
法
律
観
」“sziale
 
R
echtsauffassung”
、「
法
の
社
会
理
論
」
“Sozialtheorie des R
echts”
、「
在
る
べ
き
社
会
法
」“sollendes Sozialrecht”
等
の
も
つ
歴
史
的
な
意
味
内
容
な
い
し
法
本
質
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
後
半
に
お
い
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
「
事
物
の
本
性
と
社
会
法
」
に
ふ
れ
て
緻
密
な
検
証
を
し
て
い
る
。
結
論
に
対
す
る
評
価
は
と
も
あ
れ
、
そ
の
視
点
は
わ
が
国
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
法
哲
学
研
究
史
上
、
先
覚
的
研
究
と
い
え
よ
う
。『
同
志
社
法
学
』第
一
二
七
号（
一
九
七
三
年
）、
三
五
頁
以
下
、
と
く
に
五
七
頁
以
下
。
ま
た
、
舟
越
教
授
に
は
論
文
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
と
自
由
法
論
」、『
同
志
社
法
学
』
第
二
六
巻
一
号
（
一
九
七
四
年
）
四
〇
頁
以
下
が
み
ら
れ
る
。
上
記
の
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
社
会
的
法
律
観
」
等
を
考
察
す
る
さ
い
に
不
可
欠
な
貴
重
な
論
考
で
あ
ろ
う
。
（
25
）
中
村
直
美
教
授
の
「
法
学
に
お
け
る
事
物
の
本
性
論
｜
?
序
論
的
考
察
」
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
、
マ
イ
ホ
ー
フ
ァ
ー
（M
aihofer
）、
シ
ュ
ト
ラ
ー
テ
ン
ヴ
ェ
ル
ト
（Stratenw
erth
）
の
事
物
の
本
性
論
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
と
の
比
較
考
察
し
て
は
、
『
熊
本
法
学
』
第
二
二
号
（
一
九
七
四
年
年
）
一
二
頁
以
下
、
こ
れ
と
は
別
に
さ
ら
に
中
村
教
授
に
は
ド
ラ
イ
ヤ
ー
（D
reier
）
の
「
事
物
の
本
性
批
判
論
」
を
詳
細
に
考
察
し
た
「
事
物
の
本
性
概
念
の
〞
否
認
論
〝
に
つ
い
て
｜
?
ド
ラ
イ
ヤ
ー
説
の
検
討
｜
?」、
日
本
法
哲
学
会
編
『
法
と
倫
理
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
年
）一
〇
〇
頁
以
下
が
あ
る
。
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
事
物
の
本
性
に
基
づ
く
推
論
が
そ
の
中
に
存
在
か
ら
当
為
を
導
出
せ
ん
と
す
る
誤
っ
た
思
考
方
法
を
含
む
こ
と
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
正
し
く
認
識
し
た
と
し
て
も
、
仮
に
な
お
、
事
物
の
本
性
と
い
う
思
考
形
式
の
中
に
救
済
可
能
な
健
全
な
思
考
内
容
が
あ
れ
ば
、こ
の
思
考
形
式
が
法
学
の
世
界
に
す
で
に
得
て
い
る
市
民
権
を
否
認
す
る
よ
り
も
、
こ
の
事
物
の
本
性
概
念
を
再
定
義
（
明
晰
化
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
も
つ
健
全
な
思
考
内
容
を
救
済
す
べ
き
で
あ
ろ
う
、
と
す
る
。（
一
二
七
頁
）
中
村
直
美
氏
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
論
文
に
対
す
る
精
緻
な
分
析
は
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。
?
）
一
〇
一
〇
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
一．
「
事
物
の
本
性
」
と
「
社
会
的
な
法
」（sozialen R
echts
）
㈠
第
二
次
大
戦
後
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
『
法
学
的
思
考
の
形
式
と
し
て
の
事
物
の
本
性
』“D
ie N
atur drer-
Sache als juristiche D
enkform
.
1948”
の
〞
最
終
章
〝
は
、「
事
物
の
本
性
と
社
会
法
」‘E
xkursV
I:
D
ie N
atur der Sache
 
und das soziale R
echt’
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
来
る
べ
き
時
代
の
新
し
い
社
会
精
神
を
背
景
に
、「
具
体
的
な
社
会
化
さ
れ
た
人
間
を
目
的
と
す
る
法
」（R
echt auf den konkreten und vergesellschafteten M
enschen
）
を
い
か
に
定
立
す
る
か
、
い
わ
ば
激
動
す
る
前
法
律
的
・
社
会
的
生
活
実
相
の
意
味
内
容
を
、「
社
会
的
な
の
法
」
の
考
察
方
法
と
し
て
い
か
に
認
識
す
る
か
と
い
う
考
察
態
度
、
換
言
す
れ
ば
「
社
会
法
」
の
生
成
・
発
展
の
へ
契
機
を
内
在
さ
せ
た
考
察
態
度
が
み
ら
れ
る
。
当
時
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
新
た
な
法
の
展
開
は
、
近
現
代
の
法
思
想
家
が
法
の
社
会
的
な
考
察
方
法
と
し
て
主
張
し
た
法
理
を
、?
客
体
か
ら
法
則
を
受
け
取
り
、
事
物
の
本
性
か
ら
事
物
の
規
則
を
導
き
出
す?
（
ゲ
ー
テ
）再
構
築
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
、
事
物
の
本
性
は
「
法
的
な
も
の
」
と
「
歴
史
的
な
も
の
」
が
綾
な
し
て
、
そ
れ
が
「
原
動
力
」（die treibende K
raft
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
顧
み
て
、
現
代
科
学
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
的
」
考
察
方
法
こ
そ
、「
社
会
」
科
学
と
し
て
の
法
学
に
固
有
な
も
の
で
あ
っ
て
、
な
か
で
も
そ
れ
は「
社
会
法
」学
の
在
り
方
に
際
立
っ
た
徴
標
と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
所
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
が
そ
の
〞
最
終
章
〝
で
展
開
し
た
「
事
物
の
本
性
と
社
会
法
」
論
の
意
味
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
い
う
。
法
の
「
社
会
的
」
考
察
方
法
は
、
公
法
た
る
と
私
法
た
る
と
を
問
わ
ず
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
法
素
材
に
深
く
滲
透
し
、「
法
に
お
け
る
新
し
い
人
間
観
の
?１
）
成
果
」
と
し
て
、「
社
会
的
」
福
祉
国
家
に
お
け
る
法
の
精
神
と
な
っ
て
い
る
。
こ
?
）
一
一
一
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
こ
に
、
い
わ
ゆ
る
社
会
法
が
、
個
人
主
義
的
法
と
反
対
に
、
抽
象
的
な
孤
立
し
た
個
人
、
す
な
わ
ち
人
格
、
た
だ
単
に
行
為
者
に
で
は
な
く
具
体
的
人
間
像
を
把
握
す
る
よ
う
に
、
労
働
法
は
、
労
働
力
が
人
間
か
ら
解
放
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
観
点
の
も
と
に
観
ら
れ
た
人
間
の
全
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
も
の
で
?２
）
あ
る
。
こ
う
し
た
法
の
考
察
方
法
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
刑
法
改
正
が
め
ざ
す
べ
き
「
社
会
的
」
な
刑
法
と
は
、
ま
さ
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
明
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
犯
罪
が
犯
罪
者
か
ら
解
き
放
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
の
で
は
な
く
し
て
、
こ
こ
で
も
一
定
の
観
点
の
も
と
に
観
ら
れ
る
人
間
の
全
体
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
か
つ
て
、
リ
ス
ト
は
「
罰
せ
ら
れ
る
の
は
概
念
（
行
為
）
で
は
な
く
し
て
行
為
者
」
で
あ
る
と
説
い
た
が
、
今
日
で
は
む
し
ろ
「
行
為
者
で
は
な
く
人
間
」
と
い
う
べ
き
で
あ
?３
）
ろ
う
。
こ
う
し
て
刑
法
の
中
心
に
人
間
を
す
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
的
お
よ
び
人
間
性
の
理
念
（M
enschheit und
 
M
enschlichkeit-
sidee
）
を
課
題
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
刑
法
の
社
会
化
に
ほ
か
な
ら
?４
）
な
い
。
今
日
、
社
会
的
な
法
精
神
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
法
秩
序
の
輪
郭
が
、
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
人
は
前
代
に
お
い
て
社
会
法
の
理
念
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
光
を
あ
て
た
偉
大
な
法
思
想
家
に
敬
意
を
表
さ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。な
か
で
も
、オ
ッ
ト
ー
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ー
ル
ケ
（O
tto von G
ierke
）、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
ト
（F
ranz von L
ist
）、
ア
ン
ト
ン
・
メ
ン
ガ
ー
（A
nton
 
M
enger
）
等
々
と
な
ら
ん
で
、『
法
に
お
け
る
人
間
』“D
er M
ensch im R
echt,1927.”
を
論
じ
た
し
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
誰
に
も
ま
し
て
「
社
会
的
な
法
」
の
考
察
の
先
駆
者
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
。
そ
し
て
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
社
会
的
な
法
考
察
の
思
想
的
源
流
に
思
い
を
い
た
す
と
き
、
彼
の
思
索
の
源
流
と
そ
の
ひ
ろ
が
り
に
関
し
て
、
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
三
人
の
法
思
想
家
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
自
身
の
証
言
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
法
哲
学
者
の
エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ス
ク
（E
m
il L
ask
）、
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
ー
（L
e?an D
uguit
）
お
よ
び
刑
事
法
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
オ
ン
・
リ
ス
ト
で
?５
）
あ
る
。
?
）
一
二
一
二
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
㈡エ
ミ
ー
ル
・
ラ
ス
ク
と
同
様
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
も
ま
た
生
涯
を
通
じ
て
西
南
ド
イ
ツ
学
派
の
新
カ
ン
ト
主
義
の
精
神
を
継
ぐ
信
奉
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
法
哲
学
派
の
厳
格
な
方
法
二
元
論（M
ethodendualism
us
）に
お
い
て
は
、「
社
会
的
事
実
と
し
て
の
法
」
は
「
規
範
と
し
て
の
法
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
ラ
ス
ク
に
と
っ
て
、
法
哲
学
は
「
法
の
価
値
の
考
察
で
あ
り
、
経
験
的
法
学
は
、
法
の
現
実
の
考
察
で
あ
り
、
こ
の
両
者
が
相
互
に
妨
げ
合
う
こ
と
は
あ
り
得
?６
）
な
い
」
も
の
で
あ
っ
て
、
法
学
は
「
経
験
的
文
化
科
学
の
一
?７
）
分
枝
」
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
ラ
ス
ク
に
し
た
が
え
ば
、
法
学
の
対
象
と
し
て
の
法
は
、「
純
粋
な
文
化
要
素
」
と
し
て
直
に
考
察
で
き
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
実
際
の
基
盤
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
意
味
内
容
の
複
合
体
」
と
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
厳
密
に
い
え
ば
、「
規
範
的
意
味
の
複
合
体
」
で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
?８
）
な
る
。
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
こ
の
よ
う
な
立
場
に
し
た
が
っ
て
、
す
で
に
早
い
時
期
に
、「
法
の
法
規
範
学
的
」
考
察
に
「
法
の
社
会
理
論
的
」
考
察
を
対
立
さ
せ
た
と
?９
）
い
う
。
法
の
「
社
会
理
論
」
が
取
り
扱
う
の
は
、「
法
の
存
在
、
そ
の
制
定
者
が
盛
り
込
も
う
と
欲
し
た
思
想
お
よ
び
解
釈
者
が
実
際
に
そ
れ
か
ら
引
き
出
し
た
思
?10
）
想
…
…
」
で
あ
る
。「
法
の
存
在
」
と
し
て
こ
の
よ
う
に
盛
り
込
ま
れ
た
根
本
的
な
思
想
は
、
哲
学
の
範
疇
に
則
し
た
法
の
考
察
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
?11
）
ろ
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
法
の
社
会
理
論
」
は
、
自
然
科
学
的
方
法
に
し
た
が
っ
て
展
開
す
る
社
会
学
と
は
何
ら
の
か
か
わ
り
も
も
た
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
の
「
法
の
社
会
理
論
」
は
、
社
会
的
事
実
を
評
価
す
る
と
い
う
手
段
を
用
い
て
「
法
の
意
味
」
と
「
法
の
価
値
」
と
を
結
び
つ
け
る
文
化
科
学
の
方
法
を
と
?12
）
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
法
制
史
や
比
較
法
学
と
な
ら
ん
で
「
法
社
会
学
」
を
も
「
法
の
社
会
理
論
」
の
基
礎
と
み
な
し
て
い
た
と
し
?13
）
て
も
、
彼
の
方
法
に
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
の
信
奉
者
た
ち
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
法
の
社
会
的
現
実
へ
の
直
接
的
な
「
経
験
」
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
み
ら
れ
?14
）
な
い
。
「
事
実
学
」（T
atsachenw
issenschaft
）
と
し
て
の
「
社
会
学
」
と
「
規
範
学
」（N
orm
w
issenschaft
）
と
し
て
の
「
法
学
」
と
の
間
の
重
点
の
置
き
方
に
関
し
て
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
「
法
の
意
味
」
と
「
法
の
価
値
」
と
を
強
調
す
る
こ
と
の
を
、
法
の
社
会
的
事
?
）
一
三
一
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
実
の
証
明
よ
り
優
先
さ
せ
た
、
と
。
社
会
的
存
在
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
形
成
さ
れ
て
い
る
事
物
は
、
彼
に
と
っ
て
は
、
結
局
、
そ
れ
ら
が
法
理
念
の
な
か
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
価
値
に
対
し
て
「
そ
の
基
礎
や
舞
台
と
し
て
」
奉
仕
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
重
要
な
の
も
の
で
あ
?15
）
っ
た
。ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
、い
わ
ゆ
る
法「
理
念
に
よ
る
素
材
の
被
規
定
性
」（Stoffbestim
-
m
theit der I
?16
）
dee
）
と
い
う
観
念
は
、
彼
が
「
存
在
認
識
と
価
値
判
断
と
に
み
ら
れ
る
緊
張
?17
）
関
係
」
の
ジ
レ
ン
マ
を
法
の
領
域
に
お
い
て
解
明
し
よ
う
と
試
み
た
よ
う
に
、
初
期
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
重
大
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
と
?18
）
い
う
。
こ
の
こ
と
が
晩
年
に
お
い
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
を
し
て
「
事
物
の
本
性
」“N
atur der Sache”
の
な
か
に
、「
価
値
と
現
実
、
当
為
と
存
在
の
厳
し
い
二
元
論
を
い
さ
さ
か
緩
和
こ
そ
す
れ
、
そ
れ
を
揚
棄
す
る
の
に
役
立
た
?19
）
な
い
」
と
こ
ろ
の
、
法
哲
学
的
根
本
概
念
を
会
得
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
?20
）
よ
う
。
註
?１
）G
ustav R
adbruch,V
orschule der R
echtsphilosophie,2.A
ufl.,1959,S.100.
（
著
作
集
４
・
一
九
五
頁
）
（
２
）R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,2.A
ufl.,1961,S.16.
（
著
作
集
５
・
十
一
頁
）
（
３
）R
adbruch,E
infu?hrung in die R
echtsw
issenschaft,10.A
ufl.,1961,S.138.
（
著
作
集
３
・
一
五
〇
頁
）。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
、
法
の
主
体
は
行
為
者
で
は
な
く
「
人
間
」
で
あ
る
。
人
間
を
単
に
「
行
為
者
」
と
し
て
の
み
て
、
つ
ま
り
唯
ひ
と
つ
の
個
別
行
為
と
い
う
偶
然
的
な
面
に
お
い
て
の
み
考
察
す
る
と
き
、
人
間
の
像
は
は
な
は
だ
し
く
ゆ
が
め
ら
れ
る
。
実
際
に
存
在
す
る
の
は
一
貫
し
た
人
間
の
全
体
、
と
い
う
よ
り
は
彼
の
生
活
の
流
動
す
る
全
体
の
み
で
あ
っ
て
、
個
々
の
行
為
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
の
だ
、
と
い
っ
て
も
あ
な
が
ち
逆
説
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
大
海
が
波
の
集
り
で
は
な
い
の
と
同
じ
く
、
生
と
人
間
と
は
個
々
の
行
為
の
集
積
で
は
な
い
。
生
も
人
間
も
そ
れ
ぞ
れ
全
体
で
あ
り
、
個
々
の
行
為
は
ひ
と
つ
の
不
可
分
の
全
体
が
互
い
に
浸
透
し
あ
う
運
動
（
生
活
活
動
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
事
物
の
本
性
」
は
、
こ
の
よ
う
な
生
と
人
間
の
全
体
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
（
４
）R
.L
ang,D
er R
echtsstaat als Zentralbegriff der neuesten Strafrechtsentw
icklung,1952,S.10.
（
５
）T
.W
urtenberger,a.a.O
.,S.200.
さ
ら
にE
rik W
olf,U
m
bruch oder E
ntw
icklung in G
ustav R
adbrchs R
echtsphilosophie
?
A
rchiv fu?r R
echts-und Sozialphilosophie
(A
R
SP
).1959,S.487.
こ
の
三
人
の
法
思
想
家
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
Ｅ
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
論
を
、
彼
の
代
表
的
著
作
『
偉
大
な
法
思
想
家
た
ち
』（G
rosse R
echtsdenker,1962.
）
に
導
か
れ
て
翻
訳
紹
介
し
た
も
の
に
、
鈴
?
）
一
四
一
四
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
木
敬
夫
編
訳
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
人
と
思
想
」
⑴
、
⑵
、
⑶
。
札
幌
商
科
大
学
『
論
集
』
三
号
（
一
九
六
九
年
）、
九
頁
以
下
、
同
『
論
集
』
五
号
（
一
九
七
〇
年
）、
同
『
論
集
』
八
号
（
一
九
七
二
年
）
が
あ
る
。
（
６
）E
.L
ask,R
echtsphilosophie,in:W
.W
indelband
(H
rsg.),D
ie R
hilosophie im B
e-ginn des 20.Jahrhudnrts,2.A
ufl.,1907,
S.
280.
な
お
ラ
ス
ク
と
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
関
係
に
つ
い
て
はZong U
k
 
T
jong
（
鄭
鍾
勗
）、D
er W
eg des rechtsphilosophischen
 
R
elativ-ism
us bei G
ustav R
adbruch,a.a.O
.,S.19.
以
下
に
詳
し
い
。
（
７
）L
ask,a.a.O
.,S.307.
（
８
）
鈴
木
敬
夫
著『
法
哲
学
の
基
礎
…
…
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
哲
学
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）二
一
頁
以
下
参
照
。
ラ
ス
ク
に
と
っ
て
、
法
学
は
、
法
の
「
社
会
理
論
」“Sozialtheorie”
des R
echts
と
「
法
規
範
学
」“Jurisprudenz”
と
に
分
け
ら
れ
る
。L
ask,a.a.O
.,S.312.
（
９
）R
adbruch,G
rudzu?ge der R
echtsphilosophie,1914,S.185.
（
著
作
集
２
・
一
九
三
〜
四
頁
）。
（
10
）R
adbruch,R
echtsphilosophie,5.A
ufl.,hrsg.v.E
rik W
olf,1956,S.210.
（
著
作
集
１
・
二
六
六
頁
）
お
よ
びG
rundzu?ge,S.186.
（
著
作
集
２
・
一
九
三
〜
四
頁
）す
な
わ
ち
、
因
果
的
に
生
じ
、
さ
ら
に
因
果
的
に
作
用
す
る
事
実
と
し
て
の
法
を
取
扱
う
の
は
、
法
制
史
、
比
較
法
、
法
社
会
学
な
ど
の
分
野
で
あ
る
。
（
11
）R
adbruch,
G
rundzu?ge,
S.
186.
（
著
作
集
２
・
一
九
三
〜
四
頁
参
照
）
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
理
論
に
も
言
語
学
の
解
釈
学
的
方
法
へ
の
こ
れ
と
相
似
し
た
接
近
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、G
.G
urvitch,Ĺ
idee du droit social,1932,S.127.
（
12
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
「
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
（Stam
m
ler
）
の
所
論
と
は
反
対
に
、
存
在
と
当
為
、
現
実
と
価
値
と
を
単
に
対
立
せ
し
め
る
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
」
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
か
つ
「
自
然
と
文
化
の
理
想
の
間
に
そ
の
場
所
が
み
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
法
に
お
け
る
文
化
哲
学
的
方
法
三
元
論
に
ま
で
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
拙
著
『
法
哲
学
の
基
礎
…
…
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
哲
学
』（
前
掲
）
三
一
頁
。
な
おK
.L
arenz,M
ethodenlehre der R
echtsw
issenschaft,1960
（『
法
学
方
法
論
』
第
一
版
）、S.97.
「
事
物
の
本
性
」
に
ふ
れ
て
、
伊
藤
剛
著
『
ラ
ー
レ
ン
ツ
の
類
型
論
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
一
年
）
二
四
六
頁
参
照
。
お
よ
びJisu K
im
（
金
知
洙
）
の
学
位
論
文
、“M
ethodentrialism
us”
und
“N
atur der Sache”
im D
enken G
ustav R
adbruch,1966,
Soule
(F
reiburg D
iss)
S.72.
（
13
）R
adbruch,R
echtsphilosophie,S.210.
（
著
作
集
１
・
二
六
六
頁
）
（
14
）
こ
れ
に
関
し
て
は
、
カ
ウ
フ
マ
ン
（E
rich K
aufm
ann
）
が
す
で
に“K
ritik der neukantianischen,
R
echtsphilosophie,”
1921,
S.
?
）
一
五
一
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
66.
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ル
フ
の
前
掲A
R
SP
,1959,S.59
を
も
参
照
。
（
15
）R
adbruch,,G
rundzu?ge,S.39.
（
著
作
集
２
・
四
四
頁
）。
さ
ら
にW
.L
ohm
ann,V
ersuch eim
er m
ethodols gischen E
ro?rterung
 
der R
adbruchschen,R
echtsphilosophie,1964,S.49ff.,82ff.
を
参
照
。
要
す
る
に
、
法
の
概
念
の
問
題
は
、
法
の
目
的
の
問
題
と
一
致
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
前
者
が
後
者
に
よ
っ
て
先
決
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
得
る
。
（
16
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff,K
ant-festschrift der A
rchivs fu?r R
echts-und W
irtschaftsphilosophie,(A
R
W
P
),
B
d.17,1924,S.343ff.
（
著
作
集
５
・
六
九
頁
）
理
念
は
素
材
を
支
配
す
る
こ
と
を
当
然
の
権
利
と
し
て
要
求
す
る
。
芸
術
上
の
理
念
が
材
料
に
順
応
し
、
同
じ
理
念
で
も
ブ
ロ
ン
ズ
の
中
に
化
体
さ
れ
る
場
合
と
大
理
石
の
な
か
に
化
体
さ
れ
る
場
合
と
で
は
違
っ
て
く
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
理
念
に
あ
っ
て
も
、
材
料
に
適
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
本
来
の
性
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
17
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache als juristische D
enkform
,1960,S.9.
（
著
作
集
６
・
八
八
頁
）
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
拙
著
『
法
哲
学
の
基
礎
…
…
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
哲
学
』（
前
掲
）
四
三
頁
以
下
。
（
18
）R
adbruch,D
er innere W
eg,2.A
ulf..,1961,S.54.
（
著
作
集
10
・
六
七
頁
）
（
19
）R
adbruch,V
orschule,S.23.
（
著
作
集
４
・
四
九
頁
）
（
20
）T
.W
u?rtenberger,a.a.O
.,S.202.
二
．
「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」（S
toffbestm
m
theit der Idee
）
に
つ
い
て
㈠
方
法
二
元
論
の
間
𨻶
を
埋
め
る
た
め
に
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
第
二
次
大
戦
後
発
表
し
た
著
書『
法
哲
学
入
門
』“V
orschule der
 
R
echtsphilosophie”
?１
）
1947.
お
よ
び
『
法
学
的
思
考
の
形
式
と
し
て
事
物
の
本
性
』“D
ie N
atur der Sache als juristische
 
D
enkform
”
（
?２
）
前
掲
）
に
お
い
て
「
事
物
の
本
性
」
の
理
論
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。「
理
念
」“Idee”
ま
た
は
「
理
性
」“V
ernunft”
は
、
こ
の
事
物
の
本
性
に
し
た
が
っ
て
「
物
」“D
ing”
の
な
か
に
内
在
的
に
認
め
ら
れ
る
、
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
「
事
物
の
本
性
」
と
い
う
概
念
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
（A
ristoteles
）
以
来
く
り
返
し
精
神
史
の
上
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。 ?
）
一
六
一
六
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
上
に
掲
げ
た
両
著
論
に
お
い
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、「
事
物
の
本
性
」
理
論
の
正
し
さ
と
、
そ
の
「
法
学
的
思
考
形
式
」
と
し
て
の
適
格
性
と
を
熟
考
し
、
詳
細
に
証
査
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
達
し
得
た
帰
結
は
、
事
物
の
本
性
こ
そ
「
存
在
と
当
為
、
現
実
と
価
値
の
峻
厳
な
二
元
論
を
緩
和
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
人
々
、
事
物
の
な
か
に
理
性
を
探
し
求
め
て
い
る
人
々
の
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
の
合
?３
）
言
葉
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
彼
の
法
哲
学
の
方
法
論
的
原
理
を
成
し
て
い
る
方
法
二
元
論
が
、
は
た
し
て
こ
の
理
論
と
矛
盾
な
く
維
持
さ
れ
た
か
、
も
し
維
持
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
ま
で
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
す
で
に
そ
の
論
文
『
法
理
念
と
法
素
材
』“R
echtsidee und R
echtsstoff”
(
?４
）
1924)
に
お
い
て
、
ラ
ス
ク
を
継
承
し
て
、「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」（Stoffbestim
m
theit der I
?５
）
dee
）
と
い
う
考
え
方
を
展
開
し
て
い
る
。「
理
念
は
素
材
を
支
配
す
る
こ
と
を
当
然
の
権
利
と
し
て
要
求
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
要
す
る
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
理
念
は
、
あ
る
一
定
の
素
材
に
向
か
っ
て
妥
当
し
、
こ
の
素
材
に
向
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
理
念
は
、
そ
れ
が
支
配
し
よ
う
と
す
る
素
材
に
向
っ
て
、
自
分
も
ま
た
同
時
に
規
定
さ
れ
て
?６
）
い
る
。」
し
た
が
っ
て
こ
の
「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」
は
、
二
重
の
意
味
す
な
わ
ち
「
素
材
に﹅
向﹅
っ﹅
て﹅
規
定
さ
れ
て
い
る
が
故
に
、
素
材
に﹅
よ﹅
っ﹅
て﹅
規
定
さ
れ
て
?７
）
い
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
理
念
が
、
そ
れ
が
あ
る
素
材
に
向
っ
て
規
定
さ
れ
る
際
に
は
、
必
ず
そ
の
素
材
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
理
念
と
素
材
と
は
、
分
離
し
た
ま
ま
の
形
相
で
は
、「
思
惟
対
象
」
と
い
う
意
味
に
お
け
る
「
完
成
し
た
思
考
」
と
は
な
り
得
な
い
か
ら
、
素
材
被
規
定
性
な
し
に
理
念
そ
の
も
の
も
思
惟
可
能
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
理
念
は
素
材
的
な
由
来
と
の
関
連
に
お
い
て
の
み
考
え
ら
る
こ
と
が
で
?８
）
き
る
。
「
理
念
の
存
在
被
縛
性
」“Seingebundenheit der Idee”
と
い
う
こ
の
認
識
か
ら
出
発
し
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
法
の
基
礎
は
、
彼
が
以
前
に
方
法
論
を
形
成
す
る
さ
い
に
「
原
素
材
」“A
usgansm
aterial”
と
し
て
考
え
た
「
感
性
的
で
、
決
定
的
に
は
ま
だ
ま
っ
た
く
形
式
を
も
た
な
い
?９
）
所
与
」
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
「
社
会
的
概
念
を
介
し
て
前
形
成
（V
orform
ung
）
を
施
こ
さ
れ
た
?10
）
所
与
」
で
あ
る
、
?
）
一
七
一
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
と
の
見
解
に
達
し
た
。「
こ
の
社
会
的
概
念
は
、
法
に
先
立
つ
種
類
の
も
の
で
あ
る
が
、
法
的
な
概
念
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
な
、
む
し
ろ
、
法
的
な
概
念
が
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
の
で
あ
り
、
法
秩
序
の
概
念
の
は
さ
み
道
具
（G
reifzange
）
で
あ
っ
て
、
あ
る
て
い
ど
社
会
的
な
事
態
の
形
態
は
、
こ
れ
ら
を
包
み
込
み
、
法
的
な
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
適
合
せ
ら
?11
）
れ
る
。」
こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
法
的
な
概
念
形
成
に
お
い
て
一
種
の
素
材
の
概
念
の
前
形
成
を
仮
定
し
た
が
、
こ
の
前
形
成
に
お
い
て
、
す
で
に
素
材
の
理
念
と
の
対
応
が
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
に
し
た
が
え
ば
、
法
学
的
概
念
は
、
無
定
形
な
材
料
の
自
然
科
学
的
・
概
念
的
に
よ
る
原
始
的
産
出
（U
rproduktion
）
と
は
異
な
っ
て
、
前
法
律
的
・
社
会
的
な
生
活
実
相
の
法
的
抽
象
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
的
概
念
に
よ
っ
て
前
形
成
さ
れ
た
所
与
は
、
ラ
ス
ク
の
用
語
法
に
し
た
が
え
ば
、
一
種
の
前
科
学
的
性
格
の
「
半
成
品
」“H
albgabrikat
?12
）
ikat”
で
あ
り
、
こ
れ
は
さ
ら
に
、
科
学
的
選
択
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
仕
上
げ
を
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
前
法
律
的
・
社
会
的
生
活
実
相
の
意
味
内
容
を
、
法
的
認
識
に
対
し
て
明
示
し
た
の
で
?13
）
あ
る
。
法
の
判
決
は
、
素
材
形
成
の
方
法
だ
け
に
従
属
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
社
会
概
念
的
に
前
形
成
さ
れ
た
素
材
の
本
性
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
い
う
。「
法
素
材
の
本
性
に
も
と
づ
い
て
判
決
を
理
由
づ
け
る
こ
と
は
、
法
素
材
が
社
会
概
念
に
よ
っ
て
前
形
成
さ
れ
た
所
与
を
呈
示
す
る
か
ら
、
た
と
え
ば
、
売
買
に
関
す
る
法
規
の
素
材
は
、
社
会
生
活
上
の
事
実
と
し
て
の
売
買
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
可
能
な
の
で
あ
る
。
事
物
の
本
性
に
し
た
が
っ
て
判
決
す
る
と
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
生
活
事
実
の
意
味
成
分
を
自
分
の
も
の
に
し
、
か
つ
（
現
象
学
的
に
、P
ha?nom
enologisch
）
最
後
ま
で
考
え
ぬ
く
こ
と
を
意
味
?14
）
す
る
」
と
。
し
か
し
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
一
九
三
二
年
に
著
し
た
『
法
哲
学
』
で
は
、
事
物
の
本
性
を
普
遍
的
科
学
的
方
法
と
し
て
例
証
す
る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
拒
否
?15
）
し
た
。
存
在
的
事
実
の
な
か
に
理
念
を
見
出
し
、
ま
た
は
存
在
的
事
実
を
も
と
に
し
て
理
念
を
見
出
す
可
能
性
が
、
た
と
え
ば
「
心
理
学
的
可
?16
）
能
性
」
と
し
て
、
幾
分
は
存
在
す
る
場
合
に
お
い
て
さ
え
、
彼
は
、
理
念
が
形
を
与
え
る
べ
き
も
の
と
?
）
一
八
一
八
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
さ
れ
る
存
在
的
事
実
の
な
か
に「
理
念
を
観
る
こ
と
」は
、
た
ん
に
一
種
の「
直
観
の
偶
然
で
あ
っ
て
、
認
識
の
方
法
で
は
?17
）
な
い
」（G
lucks-
fall der Intuition,nicht eine M
ethode der E
rkenntnis.
）
と
断
言
す
る
。
こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
認
識
の
理
論
と
方
法
と
の
問
題
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
自
己
の
方
法
二
元
論
の
立
場
を
な
お
堅
持
し
た
の
で
あ
?18
）
っ
た
。
㈡
方
法
二
元
論
を
「
事
物
の
本
性
」
の
理
論
に
よ
っ
て
緩
和
し
よ
う
と
す
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
う
え
た
独
特
の
試
み
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
な
っ
て
初
め
て
開
始
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
ま
ず
、
こ
の
事
物
の
本
性
を
自
然
的
思
考
方
法
と
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
誤
解
を
、
と
く
に
強
く
戒
め
た
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
は
い
う
。「
事
物
の
本
性
な
る
も
の
を
、
そ
れ
が
自
然
法
的
な
思
考
形
成
で
あ
る
と
、
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
事
物
の
本
性
と
自
然
法
と
は
、
む
し
ろ
、
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
は
人
間
の
本
性
、
す
な
わ
ち
理
性
か
ら
演
繹
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
お
よ
び
民
族
に
と
っ
て
同
一
の
法
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
事
物
の
本
性
か
ら
は
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
、
民
族
的
、
法
形
成
が
生
ず
る
こ
と
に
?19
）
な
る
」
と
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
事
物
の
本
性
の
解
釈
に
歴
史
的
、
発
生
的
方
法
を
応
用
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
事
物
の
本
性
を
そ
の
発
展
的
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
把
握
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
彼
の
見
解
に
し
た
が
え
ば
、
事
物
の
本
性
は
「
歴
史
的
、
民
族
的
、
保
守
的
な
法
的
思
考
の
基
礎
」
と
さ
れ
る
の
に
適
し
て
?20
）
い
る
、
と
い
う
。
こ
の
ゆ
え
に
彼
は
事
物
の
本
性
を
「
法
哲
学
の
恒
常
的
要
素
」
と
名
づ
?21
）
け
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
事
物
」“Sache”
は
法
の
素
材
の
す
べ
て
を
意
味
す
る
も
の
で
、
存
在
的
な
生
活
事
実
、
す
な
わ
ち
「
自
然
的
」「
社
会
的
」
そ
れ
に
「
法
的
」
状
態
は
、
す
べ
て
こ
の
中
に
?22
）
入
る
。「
事
物
」
と
い
う
言
葉
は
、
ま
た
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ー
バ
ー
（E
ugen H
uber
）
の
見
解
を
応
用
し
て
、「
立
法
の
基
本
材
」（R
ealien der G
esetzge
?23
）
bung
）
を
も
意
味
す
る
。
立
法
者
は
、
こ
の
「
立
法
の
基
本
材
」
を
見
出
し
て
、
こ
れ
を
自
己
の
規
制
に
服
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
法
の
素
材
と
し
て
の
「
事
物
」
を
三
つ
に
分
類
し
た
。
第
一
に
自
然
的
事
実
と
い
う
も
の
垣
根
の
向
こ
う
側
へ
リ
ン
ゴ
が
落
下
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
地
球
の
回
転
に
至
る
ま
で
が
こ
れ
に
属
す
る
。
前
者
は
相
隣
権
の
問
題
で
あ
り
、
後
者
は
法
律
上
の
期
日
や
期
限
が
最
終
的
に
定
め
ら
?
）
一
九
一
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
?24
）
れ
る
。
し
か
し
、
法
的
準
則
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
自
然
的
事
実
（N
aturtatsache
）
は
直
接
的
で
は
な
く
「
社
会
的
に
形
づ
く
ら
れ
た
形
成
物
に
お
い
て
」
の
み
規
準
と
な
り
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
の
素
材
と
な
る
の
は
「
純
粋
に
自
然
な
原
材
」
で
な
く
「
概
念
論
的
に
多
様
な
仕
方
で
前
も
っ
て
形
成
さ
れ
た（V
orgeform
te
）現
実
で
?25
）
あ
る
。
こ
れ
に
属
す
る
も
の
は
第
一
に
、
法
的
関
係
の
先
行
形
式（V
orfor-
m
en der R
echtsverha?ltnisse
）
と
し
て
の
慣
習
、
し
き
た
り
、
慣
行
、
慣
例
、
習
俗
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
た
生
活
的
関
係
が
?26
）
あ
る
。
法
規
制
の
こ
れ
ら
の
前
形
式
は
、
し
か
し
、
明
確
な
境
界
な
し
に
慣
習
法
へ
と
移
行
し
、
そ
こ
か
ら
、
法
の
素
材
た
る
事
実
の
第
三
の
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
、
す
で
に
法
的
に
規
制
さ
れ
て
い
る
生
活
関
係
（rechtliche geregolte L
ebensverha?ltnisse
）
へ
移
行
?27
）
す
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
よ
れ
ば
、
法
的
規
制
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
、「
事
物
」
自
体
で
は
な
く
「
そ
の
本
質
、
そ
の
意
味
（sinn
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
任
意
に
だ
れ
か
れ
に
よ
っ
て
現
実
に
考
え
出
さ
れ
た
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
生
活
関
係
の
性
質
そ
の
も
の
か
ら
汲
み
取
ら
れ
る
べ
き
客
観
的
な
?28
）
意
味
」
な
の
で
あ
る
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（M
ontesquieu
）
が
法
を
も
っ
て
「
事
物
の
本
性
か
ら
演
繹
さ
れ
た
必
然
的
諸
関
係
で
?29
）
あ
る
」
と
説
い
た
時
、
彼
は
ま
さ
に
事
物
の
本
性
を
こ
の
意
味
に
用
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
「
事
物
の
本
性
」
と
い
う
熟
語
に
お
け
る
「
本
性
」
“N
atur”
は
、
け
っ
し
て
自
然
主
義
的
に
把
握
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
ま
し
て
、
存
在
す
る
も
の
の
意
味
に
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
強
調
?30
）
し
た
。
す
な
わ
ち
「
事
物
の
本
性
は
、
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
存
在
す
る
も
の
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
事
実
と
し
て
の
生
活
関
係
に
帰
属
す
べ
き
意
味
で
あ
り
、
こ
の
意
味
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
法
理
念
の
表
現
な
の
で
?31
）
あ
る
。」存
在
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
規
定
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
生
活
関
係
は
、「
特
定
の
価
値
思
想
の
?32
）
実
現
」に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
事
物
の
本
性
な
る
も
の
を
「
生
活
関
係
の
、
法
理
念
に
か
か
わ
ら
せ
て
の
?33
）
意
味
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
こ
か
ら
終
に
一
つ
の
法
的
理
念
を
仮
定
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
法
的
理
念
は
、
幾
多
の
具
体
的
生
活
事
実
?
）
二
〇
二
〇
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
を
礎
と
し
て
、
法
の
本
質
的
徴
表
を
「
一
つ
の
統
一
的
な
意
味
結
合
（Sinnge
?34
）
fu?ge
）
に
」
ま
と
め
る
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。「
あ
る
事
実
の
意
味
内
容
は
、
理
念
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
意
味
と
は
、
存
在
に
即
し
て
実
現
さ
れ
た
当
為
で
あ
り
、
現
実
の
な
か
に
現
わ
れ
て
い
る
価
値
で
?35
）
あ
る
。」
註
?１
）
講
義
録
と
し
て
一
九
四
七
年
に
出
版
さ
れ
た“V
orschule.”
に
は
、
す
で
に
「
事
物
の
本
性
」
の
核
心
部
分
が
表
記
さ
れ
て
い
た
。
第
一
章
第
六
節
「
法
哲
学
の
諸
問
題
」
が
そ
れ
で
あ
る
。（
著
作
集
４
・
四
三
頁
以
下
）
（
２
）
こ
の
論
文
は
、
ラ
ウ
ン
（R
.
L
aun
）
の
た
め
の
記
念
論
文
集
（
一
九
四
八
年
）
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
こ
の
以
前
に
“R
evista Internationale di fil.del D
ir.,”
anno X
X
I
(1941).
に
発
表
し
た
論
文
「
事
物
の
本
性
」“L
a N
atura della chose”
に
新
し
く
手
を
入
れ
て
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
引
用
は
、W
issenschaftlichen B
uchgesellschaft
版
の
別
刷
（D
arm
stadt,1960
）
に
よ
る
。
事
物
の
本
性
に
つ
い
て
の
議
論
に
関
し
て
は
、
優
れ
た
多
く
の
研
究
が
み
ら
れ
る
が
、
次
の
諸
論
文
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ずK
.
E
ngisch,Zu
“N
atur der Sache”
im Strafrecht,in F
estschrift fu?r E
b.Schm
idt,1961,S.90ff
で
あ
る
。「
事
物
の
本
性
」
論
に
関
し
て
、
筆
者
は
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
教
授
か
ら
丁
重
な
る
書
簡
（
一
九
七
六
年
三
月
三
十
日
付
）
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
次
い
でZong
 
U
k
 
T
jong
（
鄭
鍾
勗
）、D
er W
eg des rechtsphilosophischen R
elativism
us bei G
ustav R
adbruch,
a.
a.
O
.,
S.
35ff
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
事
物
の
本
性
」
論
を
精
緻
に
論
証
し
て
い
る
。
本
論
稿
の
「
事
物
の
本
性
」
論
に
関
す
る
考
察
方
法
は
、
こ
の
著
作
に
お
け
る
鄭
鍾
勗
博
士
の
理
論
に
則
し
た
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
留
学
し
た
さ
い（
一
九
七
五
年
〜
七
六
年
）、
こ
の
拙
い
日
本
語
訳
文
を
お
届
け
し
た
さ
い
に
、
博
士
か
ら
詳
細
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
を
得
た
こ
と
が
そ
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
鄭
鍾
勗
教
授
に
は
、T
jong,D
er U
rsprung und die philosophische G
rundlage der L
ehre von den
“sachlogischen
 
Strukluren”
im Strafrecht,A
R
SP V
oL
.1968 L
IV
/3,S.411ff.
お
よ
び
「
刑
法
に
お
け
る
?
事
物
論
理
構
造
論
?
の
起
源
と
そ
の
哲
学
的
基
礎
」
法
学
研
究
（
釜
山
大
学
）
第
十
巻
（
通
巻
第
十
六
号
）
一
九
六
八
年
六
月
一
四
〇
頁
以
下
が
あ
る
。（
こ
の
い
ず
れ
も
、
鄭
鍾
勗
博
士
遺
稿
集
『
韓
独
法
学
論
功
』
前
掲
、
九
七
頁
以
下
）
こ
の
論
文
は
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
「
事
物
論
理
構
造
」
論
に
お
け
る
事
物
の
本
性
の
位
置
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
秀
男
教
授
、
金
沢
文
雄
教
授
、
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
は
、
心
あ
た
た
か
い
配
慮
を
以
っ
て
、
筆
者
を
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
教
授
お
よ
び
鄭
鍾
勗
教
授
の
下
へ
導
い
て
下
さ
っ
た
。
筆
者
が
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
教
授
か
ら
丁
重
な
る
書
簡
（
一
九
七
五
年
七
月
十
九
日
付
、
?
）
二
一
二
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
七
六
年
二
月
十
八
日
付
）
とH
.W
elzel,D
ie F
rage nach der R
echtsgeltung,K
o?ln und O
pladen 1966
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
諸
教
授
の
御
教
導
に
た
ま
も
の
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
鄭
鍾
勗
博
士
は
、
一
九
八
二
年
六
月
二
十
二
日
早
逝
さ
れ
た
。
な
お
、
博
士
の
「
人
と
思
想
」
に
つ
い
て
、
鈴
木
敬
夫
「
鄭
鍾
勗
の
法
哲
学
｜
?Prof.
D
r.
Zong U
k T
jong
の
御
長
逝
を
悼
む
」、
札
幌
商
科
大
学
『
論
集
』
第
三
四
号
（
一
九
八
三
年
）、
巻
頭
論
文
が
あ
る
。
（
３
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache,S.5.
（
著
作
集
６
・
八
三
頁
）
（
４
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff;in A
R
W
P
,B
d.17,1923,S.343ff..
こ
の
論
文
は
、
野
田
良
之
訳
と
し
て
、
著
作
集
５
・
六
七
頁
以
下
。
（
５
）
「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
以
前
に
す
で
に
Ｅ
・
ラ
ス
ク
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、“D
ie L
ogik der P
hilosophie und K
ategorienlehre”
(1911),S.57ff.,S.169ff.
（
６
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff,a.a.O
.,S.343.
（
著
作
集
５
・
六
九
頁
）
（
７
）R
adbruch,ebd;R
P
h.,S.98.
（
著
作
集
１
・
一
一
四
頁
）
（
８
）
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、「
理
念
の
素
材
被
規
定
性
」
は
「
素
材
の
理
念
被
規
定
性
」（Ideebestim
m
theit des Soffe
）
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
に
お
い
て
は
、
こ
の?
最
後
の
表
現?
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
、
事
物
の
本
性
を
弁
証
法
的
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
、
ア
レ
ッ
キ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
ラ
ッ
タ
が
説
得
的
に
論
証
し
て
い
る
、
と
し
て
バ
ラ
ツ
タ
の
言
説
に
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。A
.K
aufm
ann,G
ustav R
adbruch R
echtsdenker.P
hilosoph.Sozialdem
okrat,a.
a.
O
.,
158.
カ
ウ
フ
マ
ン
著
『
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
』
中
勝
彦
子
・
山
中
敬
一
訳
（
成
文
堂
、
一
九
九
二
年
）、
一
九
六
頁
。
な
お
、A
lessandro
 
B
aratta,
R
elativism
us
 
und
 
N
aturrecht im D
enken G
ustav R
adbruch.in:A
R
SP
,B
d 45,1959,S.173ff.
（
９
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff,S.347.
（
著
作
集
５
・
七
五
頁
）
（
10
）R
adbruch,a.a.O
.,S.349.
（
著
作
集
５
・
七
七
頁
）
（
11
）R
adbruch,a.a.O
.,S.349.
（
著
作
集
５
・
七
七
頁
）
（
12
）L
ask,R
echtsphilosophie,in
“G
es.Schriften”B
d.1,S.309.
（
13
）P
aul B
onsm
ann,D
ie R
echts-und Staatsphilosophie G
ustav R
adbruchs,1966,S.11.
（
14
）R
adbruch,a.a.O
.,S.350.
（
著
作
集
５
・
七
八
頁
）
?
）
二
二
二
二
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
（
15
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
す
で
に
そ
の
論
文“R
echtsw
issenschaft als R
echtsschopfung,”
in;
A
rchiv fu?r Sozialw
issenschaft und
 
Sozialpolitik,B
d.X
X
II,1906,S.365
で
、
カ
ン
ト
を
引
証
し
て
「
事
物
の
本
性
」
を
「
超
実
定
的
規
範
」“u?berpositive N
orm
en”
と
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
は
い
う
。「
し
か
し
、
い
か
な
る
超
実
定
的
規
範
が
、
窮
極
の
実
際
的
不
合
理
性
ま
た
は
望﹅
ま﹅
し﹅
さ﹅
を
決
定
す
る
と
い
う
の
か
？
〞
事
物
の
本
性
〝が
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
の
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
存
在
か
ら
当
為
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
」
と
。
（
16
）R
adbruch,R
P
h.,S.98.
（
著
作
集
１
・
一
一
四
頁
）
（
17
）R
adbruch,R
P
h.,S.99.
（
著
作
集
１
・
一
一
五
頁
）
（
18
）Zong U
k T
jong,D
er W
eg des rechtsphilosophischen R
elativism
us bei G
ustav R
adbruch,a.a.O
.,S.37.
こ
の
確
信
は
鄭
鍾
勗
だ
け
で
は
な
く
、
大
方
に
肯
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、
中
村
直
美
教
授
は
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
事
物
の
本
性
論
は
彼
の
法
哲
学
の
柱
を
な
す
方
法
二
元
論
（
及
び
価
値
相
対
主
義
）
の
放
棄
を
示
す
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
も
つ
と
も
、
内
心
に
お
け
る
一
元
化
へ
の
衝
動
は
推
測
す
る
に
難
く
な
い
が
）」
と
さ
れ
る
。「
法
学
に
お
け
る
事
物
の
本
性
論
」、『
熊
本
法
学
』
第
二
十
二
号
（
一
九
七
四
年
）
一
四
頁
。
さ
ら
にH
erbert Scham
beck,D
er B
egriff der
“N
atur der Sache”
1964,S.54.
（
19
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache,S.7.
（
著
作
集
６
・
八
五
〜
八
六
頁
）
（
20
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
６
・
八
六
頁
）
（
21
）R
adbruch,V
orschule,S.20.
（
著
作
集
４
・
四
五
頁
）
（
22
）R
adbruch,a.a.O
.,S.21.
（
著
作
集
４
・
四
五
頁
）
（
23
）H
uber,D
ie R
ealien den G
esetzgebung,in Zeitsch.F
.R
echtsphilosophie,B
d.1,1914,S.39ff.
フ
ー
バ
ー
は
、「
立
法
の
基
本
材
」
と
い
う
も
の
を
理
念
の
対
極
、
す
な
わ
ち
「
事
実
関
係
」、「
存
在
の
諸
力
」
と
し
て
考
え
、
す
べ
て
人
間
的
社
会
組
織
の
な
か
に
お
い
て
は
こ
の
「
基
本
材
」
を
必
ず
や
考
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
。
ま
さ
に
人
間
、
自
然
物
お
よ
び
伝
統
の
三
つ
は
、
こ
の
事
実
関
係
の
な
か
の
三
大
基
本
材
を
成
す
も
の
で
、
立
法
行
為
は
こ
れ
ら
と
対
峙
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
（
24
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache,S.10.
（
著
作
集
６
・
八
九
頁
）
（
25
）R
adbruch,a.a.O
.,S.11.
（
著
作
集
６
・
九
〇
頁
）
（
26
）R
adbruch,V
orschule,S.21.
（
著
作
集
４
・
四
七
頁
）
な
お
、
慣
習
、
習
俗
等
が
法
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
か
に
つ
い
て
、
?
）
二
三
二
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
F
ritz von H
ippel,
R
echt,
Sittlichkeit und R
e-ligion im
 
aufbau von Sozialordnung,
in:
Ideologie und W
ahrheit in der
 
Jurisprudenz 1973,S.134ff.
拙
訳
「
Ｆ
・
ｖ
・
ヒ
ッ
ペ
ル
社
会
秩
序
を
形
造
る
法
、
人
倫
、
宗
教
」
北
海
学
園
大
学
『
法
学
研
究
』
第
十
一
巻
第
三
号
（
一
九
七
六
年
）
一
一
五
頁
以
下
、
同
第
十
二
巻
第
一
号
（
一
九
七
六
年
）
一
五
七
頁
以
下
を
参
照
。
（
27
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache,S.12.
（
著
作
集
６
・
九
〇
頁
）
（
28
）R
adbruch,a.a.O
.,S.13.
（
著
作
集
９
・
九
二
頁
）
（
29
）M
ontesquieu,D
e I’esprit des lois,B
d.1,1834,P
aris,P
.P
ourrat F
res A
usg.,S.29.
「
法
は
、
そ
の
最
も
広
い
意
味
に
お
い
て
は
、
事
物
の
本
性
か
ら
演
繹
さ
れ
た
必
然
的
諸
関
係
で
あ
る
」“L
es lois,dans ln signification la plus e?tendue,sont les rapports ne?cessair-
es qui derivent de la nature des choses.”
（
30
）R
adbruch,a.a.O
.,S.13.
（
著
作
集
６
・
九
二
頁
）
（
31
）R
adbruch,a.a.O
.,S.15.
（
著
作
集
６
・
九
四
頁
）
（
32
）R
adbruch,V
orschule,S.22.
（
著
作
集
４
・
四
八
頁
）
（
33
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache,S.15.
（
著
作
集
６
・
九
四
頁
）
（
34
）R
adbruch,a.a.O
.,S.13.
（
著
作
集
６
・
九
二
頁
）
（
35
）R
adbruch,a.a.O
.,S.33.
（
著
作
集
６
・
一
一
七
頁
）
上
田
健
二
教
授
は
い
う
。「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
に
と
っ
て
、
意
味
は
事
実
の
構
造
要
素
で
は
な
く
思
考
過
程
の
成
果
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
思
考
過
程
が
、
彼
に
あ
っ
て
は
ま
さ
に
価
値
へ
の
関
係
付
け
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
」
と
し
つ
つ
、「?
事
物
の
本
性
?
論
に
お
い
て
見
ら
れ
る
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
の
一
元
化
へ
の
内
的
衝
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
が
こ
こ
で
探
求
し
た
理
論
的
成
果
に
お
い
て
も
、
や
は
り
彼
が
出
発
し
た
相
対
主
義
の
本
来
の
形
が
依
然
と
し
て
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
」
と
す
る
。
同
「?
事
物
の
本
性
?
に
か
ん
す
る
一
考
察
」、『
同
志
社
法
学
』
第
一
〇
一
号
（
一
九
六
七
年
）
一
一
四
頁
。
三
．
「
事
物
の
本
性
」
と
理
念
形
成
の
歴
史
性
㈠
こ
の
よ
う
な
経
緯
の
も
と
で
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
生
活
関
係
の
意
味
を
「
リ
ッ
ケ
ル
ト
と
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
?
）
二
四
二
四
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
的
技
法
の
助
け
を
借
?１
）
り
て
」
再
び
究
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
こ
と
に
、
法
学
的
意
味
に
お
け
る
事
物
の
本
性
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
つ
の
法
理
念
が
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、「
あ
る
特
定
の
観
点
の
下
に
、
生
活
関
係
の
全
体
か
ら
、
特
定
の
徴
表
を
選
択
す
る
?２
）
こ
と
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
選
択
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
は
じ
め
て
生
活
関
係
は
法
制
度
、
す
な
わ
ち
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
意
味
に
お
け
る
「
理
念
型
」（Idealtypus
）
の
姿
を
と
っ
た
法
制
度
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
方
法
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
一
九
三
二
年
に
そ
の
『
法
哲
学
』
で
説
い
た
よ
う
な
、「
直
観
の
偶
然
」
（G
lucksfall der Intuition
）
で
は
な
く
て
、
合
理
的
推
論
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
法
学
的
概
念
を
構
成
す
る
際
に
正
し
い
構
成
が
な
さ
れ
る
と
い
う
保
証
は
、
こ
の
構
成
が
「
厳
密
に
合
理
的
な
方
法
」
と
し
て
の
「
事
物
の
?３
）
本
性
」
を
礎
と
し
て
演
繹
さ
れ
た
場
合
に
の
み
与
え
ら
れ
る
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
例
証
と
し
て
、「
生
活
関
係
の
法
的
意
味
の
抽
出
」“H
erausarbeitung des juristischen Sinnes des L
ebensverhaltn
?４
）
isses”
を
そ
の
使
命
と
す
る
法
律
の
構
成
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
法
の
構
成
と
は
、
事
物
の
本
性
な
る
思
考
形
式
の
姿
で
現
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
一
つ
の
生
活
関
係
を
法
関
係
へ
、
あ
る
法
関
係
を
法
制
度
へ
と
前
進
的
に
改
革
す
る
こ
と
で
あ
る
。
｜
?
こ
の
場
合
、
法
関
係
と
い
う
も
の
で
は
、
そ
れ
に
関
与
す
る
当
事
者
の
関
係
だ
け
が
考
え
ら
れ
、
法
制
度
と
い
う
も
の
で
は
、
当
事
者
の
法
関
係
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
立
法
者
と
の
関
係
が
つ
け
加
わ
る
こ
と
に
?５
）
な
る
。」こ
の
さ
い
、
法
の
構
成
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、
法
制
度
の
抽
象
的
な
総
体
で
は
な
く
て
、
そ
の
本
質
的
な
も
の
、
そ
の
意
味
内
容
で
?６
）
あ
り
、「
類
概
念
」（G
attungsbegriff
）で
な
く
て「
型
概
念
」（T
ypenbegriff
）な
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
型
概
念
」
は
、
と
く
に
ゲ
オ
ル
ク
・
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
（G
eorg Jellinek
）
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
、
価
値
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
「
理
念
型
」
と
し
て
の
法
制
度
は
「
そ
の
な
か
に
本
質
的
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
現
象
の
意
味
が
把
握
さ
れ
て
い
る
?７
）
も
の
」
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
考
察
方
法
を
受
け
継
い
だ
。
こ
こ
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
意
味
で
の
理
念
型
と
は
、「
理
想
的
な
範
型
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
個
別
的
な
偶
有
性
を
洗
い
落
し
て
浄
化
さ
れ
、
?
）
二
五
二
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
そ
の
結
果
、
首
尾
一
貫
す
る
よ
う
に
構
成
し
上
げ
ら
れ
た
、
し
た
が
っ
て
一
面
的
に
高
め
ら
れ
た
現
実
の
観
念
的
な
?８
）
図
式
」な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
法
的
に
重
要
な
意
味
内
容
は
、「
そ
れ
に
適
当
な
唯
一
の
事
例
」
か
ら
演
繹
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
は
、
法
的
概
念
形
成
に
お
け
る
意
味
へ
の
問
い
か
け
が
第
一
義
的
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
事
物
の
本
性
を
も
っ
て
法
理
念
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
生
活
関
係
の
意
味
で
あ
る
と
認
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
事
物
の
本
性
が
法
の
理
念
に
対
し
て
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
到
達
し
た
。
生
活
関
係
の
意
味
内
容
が
、理
念
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み
把
握
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、法
の
理
念
は
意
味
を
附
与
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
意
味
は
す
べ
て
、
理
念
と
現
実
と
を
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
意
味
は
す
べ
て
、
理
念
と
現
実
と
を
結
合
す
る
働
き
を
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
理
念
の
意
味
を
附
与
す
る
力
は
、
立
法
者
の
恣
意
的
な
決
定
の
産
物
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
事
物
の
本
性
に
よ
っ
て
「
内
的
に
規
定
」
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
事
物
の
本
性
が
「
理
念
の
中
に
不
可
分
に
融
合
し
て
?９
）
い
る
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
事
物
の
本
性
は
、
ま
ず
「
特
定
の
法
理
念
を
現
実
可
能
と
す
る
?10
）
た
め
」
の
「
規
準
」（K
riterium
）
の
観
を
呈
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
事
物
の
本
性
は
、
法
理
念
を
現
実
化
す
る
可
能
性
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
「
愚
昧
な
世
間
の
抵
抗
」（W
iderstand der stum
pfen W
elt
）
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
う
え
事
物
の
本
性
は
理
念
形
成
の
歴
史
的
枠
と
し
て
法
思
想
自
体
の
形
成
に
直
接
関
与
す
る
の
で
あ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
法
思
想
は
、
そ
れ
を
育
ん
だ
「
歴
史
的
風
土
」
の
特
徴
を
必
然
的
に
に
な
っ
て
お
り
、
た
い
て
い
は
初
め
か
ら
意
識
は
し
て
い
な
い
が
、
歴
史
的
に
可
能
な
も
の
の
限
界
内
に
と
じ
こ
め
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
事
物
の
本
性
に
拘
束
さ
れ
て
?11
）
い
る
。」
法
理
念
が
事
物
の
「
本
性
」
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
っ
と
深
い
理
由
を
、
し
か
し
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
法
理
念
そ
の
も
の
の
本
質
の
な
か
に
、
す
な
わ
ち
「
理
念
の
素
材
に
よ
る
被
規
定
性
」
の
な
か
に
観
て
い
る
。
㈡
法
理
念
と
事
物
の
本
性
と
の
内
的
結
合
を
認
め
、
そ
れ
と
と
も
に
事
物
の
本
性
が
「
所
与
の
法
素
材
を
意
味
的
に
形
成
す
る
と
い
?
）
二
六
二
六
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
う
要
請
を
も
?12
）
っ
て
」
法
理
念
と
対
し
て
い
る
事
実
を
認
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
最
終
の
決
定
権
は
当
然
法
理
念
に
帰
属
す
る
と
?13
）
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
事
物
の
本
性
の
な
か
に
あ
る
法
的
に
重
要
性
を
も
っ
た
い
く
つ
か
の
微
表
を
整
序
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
を
一
つ
の
統
一
的
な
意
味
構
造
に
作
り
あ
げ
る
の
は
、
究
極
的
に
は
法
理
念
の
使
命
な
の
で
あ
る
。「
事
物
の
本
性
は
価
値
と
現
実
、
当
為
と
存
在
の
厳
し
い
二
元
論
を
い
さ
さ
か
緩
和
こ
そ
す
れ
、
そ
れ
を
楊
棄
す
る
の
に
は
役
立
た
な
い
。
法
理
念
は
、
所
与
の
意
味
と
し
て
存
在
面
で
働
く
と
こ
ろ
の
事
物
の
本
性
に
対
し
て
も
、
最
後
の
決
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
?14
）
な
い
。」こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
結
局
、
当
為
命
題
は
他
の
当
為
命
題
か
ら
の
み
演
繹
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
存
在
事
実
を
根
拠
と
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
方
法
二
元
論
の
確
信
に
、
揺
ら
ぎ
を
見
せ
て
い
な
い
の
で
?15
）
あ
る
。
し
か
し
、「
事
物
の
本
性
」に
対
す
る
法
理
念
の
こ
う
し
た
優
位
は
、
事
物
の
本
性
に
対
す
る
実
定
法
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
疑
問
を
、
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
疑
問
は
、
換
言
す
れ
ば
、「
法
の
効
力
」に
つ
い
て
の
疑
問
で
?16
）
あ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
事
物
の
本
性
が
実
定
法
の
妥
当
性
の
根
拠
と
し
て
立
法
者
を
拘
束
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
に
と
っ
て
事
物
の
本
性
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
い
わ
く
「
事
物
の
本
性
は
、
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
存
在
す
る
も
の
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
事
実
と
し
て
の
生
活
関
係
に
帰
属
す
べ
き
意
味
で
あ
り
、
こ
の
意
味
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
法
理
念
の
表
現
な
の
で
あ
る
。｜
?
し
か
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
は
ま
だ
妥
当
す
る
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
?17
）
な
い
」
と
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、「
な
ん
ら
か
の
法
源
が
、
事
物
の
本
性
に
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
同
意
を
与
?18
）
え
る
」
限
り
に
お
い
て
の
み
、
事
物
の
本
性
の
効
力
を
認
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
か
つ
て
一
八
八
四
年
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
デ
ル
ン
ベ
ル
ク
（H
einrich D
ernberg
）
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
の
と
同
じ
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。「
生
活
諸
関
係
は
、
そ
れ
が
多
少
と
も
進
歩
す
る
と
、
自
ら
の
準
則
と
秩
序
と
を
自
己
の
内
に
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
事
物
に
内
在
す
る
こ
の
秩
序
を
、
事
物
の
本
性
と
呼
ぶ
。
思
慮
深
い
法
律
家
は
、
実
定
的
な
?
）
二
七
二
七
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
規
範
が
な
い
場
合
、
ま
た
は
そ
の
規
範
が
不
完
全
も
し
く
は
不
明
瞭
な
場
合
は
、
こ
の
事
物
の
本
性
に
帰
ら
ね
ば
な
ら
?19
）
な
い
。」
㈢
こ
う
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、「
事
物
の
本
性
」
が
理
念
形
成
の
歴
史
的
枠
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
要
す
る
に
、「
あ
ら
ゆ
る
法
思
想
は
、
そ
れ
を
育
ん
だ
『
歴
史
的
風
土
』“historische K
rim
a”
の
特
徴
を
必
然
的
に
担
っ
て
お
り
、
た
い
て
い
は
初
め
か
ら
意
識
は
し
て
い
な
い
が
、
歴
史
的
に
可
能
な
も
の
の
限
界
内
に
と
じ
こ
め
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
事
物
の
本
性
に
拘
束
さ
れ
て
?20
）
お
り
」
ま
さ
に
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
「
法
的
な
も
の
」
と
「
社
会
的
な
も
の
」
は
相
互
密
接
に
関
連
し
て
「
歴
史
的
現
実
」
と
?21
）
な
る
。「
法
思
想
の
内
容
」
に
関
わ
る
「
事
物
の
本
性
」
と
は
、「
法
思
想
の
貫
徹
に
対
す
る
障
害
と
し
て
現
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
法
思
想
の
内
容
そ
の
も
の
の
な
か
に
入
り
込
む
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
思
想
が
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
、
し
か
も
法
思
想
の
内
容
に
避
け
が
た
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
こ
ろ
の
『
歴
史
的
な
風
土
』
を
意
味
?22
）
す
る
。」
法
理
念
そ
の
も
の
も
ま
た
、
こ
の
歴
史
の
経
過
の
法
則
性
の
支
配
下
に
あ
る
。「
法
理
念
も
ま
た
、
法
素
材
に
向
い
か
つ
法
素
材
に
よ
っ
て
、
そ
の
と
き
ど
き
の
時
代
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
に
よ
っ
て
、
要
す
る
に
事
物
の
本
性
に
よ
っ
て
本
質
的
に
規
定
さ
れ
て
?23
）
い
る
」
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
と
い
う
概
念
は
、「
法
の
歴
史
?24
）
哲
学
」
の
光
の
な
か
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
法
形
式
と
社
会
状
況
と
の
間
の
変
化
す
る
緊
張
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い
社
会
状
況
が
法
形
式
と
し
て
表
現
さ
れ
る
か
と
い
う
変
化
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
法
の
歴
史
哲
学
の
最
大
の
課
題
で
?25
）
あ
る
。」法
理
念
に
よ
る
素
材
の
被
規
定
性
の
決
定
に
つ
い
て
の
卓
越
し
た
例
を
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は「
個
人
主
義
的
な
法
か
ら
社
会
法
へ
の
?26
）
変
転
」に
み
た
。
彼
は
す
で
に
早
い
時
期
に
お
い
て
、「
社
会
的
な
法
理
念
に
お
い
て
は
、
自
由
主
義
的
で
民
主
的
な
法
理
念
に
く
ら
べ
、
よ
り
強
度
な
素
材
の
被
規
定
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
?27
）
ろ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
後
年
、
彼
は
、
く
り
返
し
個
人
主
義
的
な
法
の
社
会
法
へ
の
発
展
と
い
う
こ
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
論
じ
た
が
、
そ
れ
ら
は
今
も
っ
て
人
々
の
心
に
強
く
訴
え
る
力
を
持
っ
て
?28
）
い
る
。
個
人
主
義
的
な
法
の
社
会
法
へ
の
こ
う
し
た
変
転
に
お
い
て
は
、「
事
物
の
本
性
」
が
そ
の
「
原
動
力
」
な
の
で
?29
）
あ
る
。
ま
さ
に
、
社
会
?
）
二
八
二
八
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
的
な
法
理
念
の
こ
の
よ
う
な
昇
格
は
、「
事
物
の
本
性
」の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
方
法
論
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
は
じ
め
て
「
歴
史
的
必
然
性
」
の
階
位
を
獲
得
す
る
に
至
る
の
で
?30
）
あ
る
。
こ
う
し
た
論
証
の
後
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
す
な
わ
ち
、「
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
人
々
が
知
ら
ず
、
か
つ
考
え
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
わ
が
法
の
画
期
的
変
革
を
経
験
し
、
継
受
お
よ
び
自
然
法
よ
り
も
、
決
し
て
劣
る
こ
と
な
く
重
要
な
意
義
を
有
す
る
法
律
的
な
時
代
の
転
回
を
経
験
し
て
い
る
の
で
?31
）
あ
る
。」
註
?１
）R
adbruch,a.a.O
.,S.14.
（
著
作
集
６
・
九
三
頁
）
（
２
）R
adbruch,a.a.O
.,S.13.
（
著
作
集
６
・
九
二
頁
）
（
３
）R
adbruch,a.a.O
.,S.14.
（
著
作
集
６
・
九
三
頁
）
（
４
）R
adbruch,a.a.O
.,S.31.
（
著
作
集
６
・
一
一
六
頁
）
（
５
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
６
・
一
一
六
頁
）
（
６
）R
adbruch,a.a.O
.,S.32.
（
著
作
集
６
・
一
一
六
頁
）
（
７
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
６
・
一
一
七
頁
）
（
８
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
６
・
一
一
七
頁
）
（
９
）R
adbruch,a.a.O
.,S.15
（
著
作
集
６
・
九
五
頁
）
（
10
）R
adbruch,V
orschule,S.22.
（
著
作
集
４
・
四
八
頁
）
（
11
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
４
・
四
九
頁
）
（
12
）R
adbruch,a.a.O
.,S.23.
（
著
作
集
４
・
四
九
頁
）
（
13
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
４
・
四
九
頁
）
（
14
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
４
・
四
九
頁
）
（
15
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
『
法
哲
学
』
第
四
版
の
編
集
者
Ｅ
・
ヴ
ォ
ル
フ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
掲
載
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
?
）
二
九
二
九
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
つ
い
に
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
、
方
法
二
元
論
と
相
対
主
義
の
双
方
に
つ
い
て
「
こ
の
二
つ
の
思
想
は
、
こ
の
間
に
変
化
は
し
た
が
、
や
は
り
自
己
を
主
張
し
つ
づ
け
た
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
にR
adbruch,a.a.O
.,S.12.
（
著
作
集
１
・
七
頁
）
参
照
。
（
16
）
法
の
妥
当
性
（R
echtsgeltung
）
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
敬
夫
「
法
の
効
力
に
つ
い
て
」、『
札
幌
学
院
法
学
』
二
二
巻
二
号
（
二
〇
〇
五
年
）
一
頁
以
下
参
照
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ツ
フ
は
「
哲
学
的
効
力
論
」
を
選
択
し
、
い
わ
ゆ
る「
総
体
的
承
認
説
」に
傾
斜
し
た
。
三
六
頁
。Zong U
k T
jong,
a.a.O
.,S.73ff.
（
17
）R
adbruch,D
ie N
atur der Sache,S.15.
（
著
作
集
６
・
九
四
頁
）
（
18
）R
adbruch,ebd.
（
著
作
集
６
・
九
四
頁
）
（
19
）D
ernburg,P
andekten,B
d.I,1884,S.86.
（
20
）R
adbruch,V
orschule,S.22.
（
著
作
集
４
・
四
九
頁
）
（
21
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff.,A
R
W
P
.1924.S.345.
（
著
作
集
５
・
七
三
頁
）
（
22
）R
adbruch,N
atur der Sache,S.16.
（
著
作
集
６
・
九
五
頁
）
（
23
）R
adbruch,N
atur der Sache,S.17.
（
著
作
集
６
・
九
六
頁
）
（
24
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff,S.346.
（
著
作
集
５
・
七
三
頁
）
な
お
、「
歴
史
哲
学
的
理
論
」
が
法
の
形
式
は
専
ら
素
材
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
と
密
接
に
関
連
す
る
と
し
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
法
の
死
滅
」?A
bsterben des R
echts ?
の
理
論
を
あ
げ
る
（R
echtsphilosophie,S.186
）。
こ
う
し
た
古
典
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
法
理
と
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
理
論
と
の
差
異
に
つ
き
、
拙
論
「
法
に
お
け
る
社
会
主
義
Ｇ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
所
説
を
中
心
と
し
て
」
北
海
学
園
大
学
『
法
学
研
究
』
第
九
巻
一
号
（
一
九
七
四
年
）
五
七
頁
以
下
参
照
。
（
25
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff,S.346.
（
著
作
集
５
・
七
三
頁
）
（
26
）R
adbruch,N
atur der Sache,S.36f..
（
著
作
集
６
・
一
二
〇
頁
）
（
27
）R
adbruch,R
echtsidee und R
echtsstoff,
（
著
作
集
５
・
七
五
頁
）
（
28
）
と
り
わ
け
以
下
の
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。R
adbruch,
R
echtsidee
 
und
 
R
echtsstoff,
S.
344ff.
（
著
作
集
５
・
六
九
頁
以
下
）、
K
lassenrecht und R
echtsidee,Zeitschrift fu?r sozia’les R
echt,Ig.1929,abgedruckt in:D
er M
ensch im R
echt,1957,S.23ff.,
（
著
作
集
８
・
一
五
一
頁
以
下
）、D
er M
ensch im R
echt,1957,S.9ff.,（
著
作
集
５
・
三
頁
以
下
）、V
om individualistischen zum sozialen
?
）
三
〇
三
〇
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
R
echt,H
anseatische R
echts und G
erichtszeitschrift,Septem
ber 1930,abgedruckt in:D
er M
ensch im R
echt,1957,S.35ff.;
（
著
作
集
５
・
一
六
五
頁
以
下
）、K
ulturlehre
 
des
 
Sozialism
us,
1922,
3.
A
ufl.
1949,
S.
57ff.,
（
著
作
集
８
・
八
〇
頁
以
下
）、
R
echtsphilosophie,4.A
ufl,1956,S.162ff.,182,227f.,266ff.,
（
著
作
集
１
・
一
九
一
、
二
三
〇
、
二
八
七
、
三
四
九
頁
）、D
ie N
atur
 
der Sache als juritische D
enkform
(1948),1960,E
kcurs V
I:D
ie N
atur der Sache und das soziale R
echt,S.35ff,
（
著
作
集
６
・
一
二
〇
頁
）
（
29
）R
adbruch,N
atur der Sache,S.36.
（
著
作
集
６
・
一
二
九
頁
）
（
30
）R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,S.49.
（
著
作
集
８
・
一
七
九
頁
）
す
な
わ
ち
「
個
人
主
義
法
か
ら
社
会
法
へ
」（
一
九
三
〇
年
）
の
最
後
の
一
節
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
法
の
社
会
的
発
展
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
よ
く
自
覚
さ
れ
た
歴
史
的
必
然
の
自
己
実
現
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
必
然
は
、
そ
れ
が
認
識
さ
れ
る
よ
り
以
前
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
抵
抗
よ
り
も
強
力
で
あ
り
、
か
つ
個
人
の
す
べ
て
の
誤
解
よ
り
も
目
的
を
意
識
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
（
31
）R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,S.36.
（
著
作
集
８
・
一
六
八
頁
）
結
び
．
「
社
会
的
な
法
解
釈
」（sozialen R
echtsausffassung
）
の
意
義
…
…
社
会
的
な
も
の
か
ら
人
間
的
な
も
の
へ
…
…
㈠
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
が
、
社
会
法
の
本
質
と
そ
の
成
生
に
つ
い
て
、
新
し
い
局
面
か
ら
叙
述
し
た
さ
い
、
彼
の
社
会
法
解
釈
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
に
位
す
る
レ
オ
ン
・
デ
ュ
ギ
ー
（L
e?an D
uguit
）
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
で
あ
?１
）
っ
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
は
、
法
の
社
会
理
論
を
説
く
に
あ
?２
）
た
り
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
（A
uguste C
om
tes
）
の
伝
統
を
汲
む
自
然
主
義
的
社
会
学
の
方
法
を
も
っ
て
、
法
の
社
会
的
現
実
を
観
察
し
た
「
現
実
主
義
的
」
法
学
の
信
奉
者
だ
っ
た
デ
ュ
ギ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
新
カ
ン
ト
学
派
と
は
対
照
的
に
、
法
の
哲
学
的
意
味
を
た
ん
な
る
思
弁
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
こ
れ
を
退
け
た
。
デ
ュ
ギ
ー
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
法
の
「
社
会
?
）
三
一
三
一
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
的
機
能
」
の
局
面
を
、
文
化
と
社
会
の
営
み
の
な
か
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
法
の
あ
ら
ゆ
る
原
則
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
社
会
と
そ
れ
を
構
成
す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
社
会
的
構
造
」“sozialen Struktur”
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
っ
た
。
「
社
会
的
連
帯
」“soziale Solidarita?t”
「
社
会
的
相
互
扶
助
」“soziale Interdependenz”
「
社
会
的
役
割
」“soziale R
ollen”
こ
れ
ら
は
彼
に
と
っ
て
あ
ら
ゆ
る
法
が
形
作
ら
れ
る
上
で
の
最
高
の
主
導
原
理
だ
っ
た
の
で
あ
る
。デ
ュ
ギ
ー
の
法
的
思
想
の
前
面
に
は
、
こ
の
よ
う
に
社
会
的
な
も
の
へ
の
理
念
が
強
く
お
し
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
半
面
で
デ
ュ
ギ
ー
は
、
た
と
え
ば
主
観
的
法
の
概
念
を
は
じ
め
と
す
る
個
人
主
義
に
由
来
す
る
観
念
の
一
切
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代
り
と
し
て
彼
は
、
社
会
に
お
け
る
個
人
の
社
会
的
使
命
と
義
務
を
登
場
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
も
力
を
こ
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
か
ら
法
の
重
要
な
社
会
的
機
能
を
指
摘
?３
）
し
た
。
だ
が
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
主
観
的
法
の
概
念
の
断
乎
た
る
否
定
と
い
う
点
に
関
し
て
は
デ
ュ
ギ
ー
に
同
調
し
な
か
っ
た
。
彼
は
そ
の
他
の
点
で
は
、
個
人
の
社
会
的
法
的
義
務
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
な
が
ら
、
む
し
ろ
頻
繁
に
、
自
由
に
も
と
づ
く
主
観
的
法
を
放
棄
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
強
調
し
た
の
で
あ
?４
）
っ
た
。
デ
ュ
ギ
ー
が
ほ
と
ん
ど
自
然
法
と
い
っ
て
い
い
位
階
を
与
え
よ
う
と
し
た
「
社
会
的
連
帯
」
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
と
っ
て
は
社
会
主
義
に
お
け
る
倫
理
主
義
の
た
ん
な
る
表
現
形
式
の
よ
う
に
思
わ
?５
）
れ
た
。
デ
ュ
ギ
ー
が
、
個
人
の
法
的
地
位
が
形
作
ら
れ
る
さ
い
の
個
人
の
「
社
会
的
役
割
」
を
と
く
に
に
重
視
し
た
と
す
れ
ば
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
こ
の
社
会
的
法
解
釈
の
根
本
的
な
思
想
を
社
会
法
の
誕
生
と
同
時
に
提
起
さ
れ
た
人
間
像
の
決
定
的
な
変
遷
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
深
め
た
の
で
?６
）
あ
る
。
「
法
に
お
け
る
人
間
と
は
も
は
や
孤
立
し
た
個
体
で
は
な
く
、
社
会
の
中
な
る
人
間
、
す
な
わ
ち
、
集
合
人
（K
ollektivm
ensch
）
で
?７
）
あ
る
。」そ
し
て
、
そ
の
意
味
に
お
け
る
人
間
と
は「
全
体
と
し
て
社
会
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
?８
）
人
間
」に
ほ
か
な
ら
な
い
。
じ
つ
に
、
デ
ュ
ギ
ー
と
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
個
人
主
義
的
法
か
ら
社
会
法
へ
と
い
う
法
に
お
け
る
偉
大
な
歴
史
的
変
遷
を
信
奉
す
る
こ
と
で
は
完
全
に
一
致
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
デ
ュ
ギ
ー
が
、「
法
の
社
会
化」“socialisation du droit”
に
つ
い
て
語
れ
ば
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は「
法
?
）
三
二
三
二
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
の
社
会
化
」“der Sozialisierung des R
echts”
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
?９
）
あ
る
。
㈡
デ
ュ
ギ
ー
は
、
社
会
法
へ
と
向
か
う
時
代
の
流
れ
の
変
遷
を
、
民
法
と
憲
法
を
例
に
と
っ
て
詳
述
し
た
が
、
一
方
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
的
法
解
釈
の
展
開
を
、
そ
の
他
の
領
域
つ
ま
り
労
働
法
、
経
済
法
、
行
政
法
、
訴
訟
法
そ
し
て
、
な
か
ん
ず
く
刑
法
の
分
野
に
お
い
て
考
究
し
た
の
で
あ
?10
）
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
し
て
み
れ
ば
、
自
ら
選
ん
だ
刑
法
学
者
と
い
う
職
業
が
、
彼
に
刑
法
の
分
野
に
押
し
寄
せ
た
多
種
多
様
な
社
会
的
な
思
想
を
、
注
意
深
く
か
つ
徹
底
的
に
研
究
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
く
促
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
刑
法
に
お
け
る
社
会
化
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
「
社
会
学
派
」
の
先
覚
者
た
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
オ
ン
・
リ
ス
ト
と
同
意
見
で
あ
る
こ
と
を
自
認
し
て
い
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
恩
師
で
あ
る
リ
ス
ト
社
会
学
的
政
治
学
的
思
想
を
出
発
点
と
し
て
多
く
の
論
文
を
発
表
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
な
か
で
リ
ス
ト
を
「
社
会
的
法
解
釈
の
先
駆
者
」
で
あ
る
こ
と
も
明
か
に
し
て
?11
）
い
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
リ
ス
ト
の
刑
法
思
想
と
刑
事
政
策
を
、
自
由
国
家
か
ら
社
会
的
な
国
家
へ
の
変
遷
、
換
言
す
れ
ば
、
法
治
国
家
か
ら
行
政
国
家
へ
の
変
遷
と
い
う
見
地
か
ら
解
釈
?12
）
し
た
。
彼
は
リ
ス
ト
の
研
究
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
時
代
状
況
を
ふ
ま
え
た
社
会
学
的
刑
法
思
想
の
発
展
の
諸
段
階
を
鮮
明
に
描
き
出
?13
）
し
た
。
す
な
わ
ち
「
社
会
的
思
想
は
、
リ
ス
ト
の
刑
事
政
策
と
犯
罪
学
に
一
貫
し
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
お
り
、
犯
罪
や
刑
罰
に
対
す
る
リ
ス
ト
の
解
釈
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
犯
罪
と
は
本
質
的
に
反
社
会
的
行
為
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
起
源
を
さ
ぐ
れ
ば
、
同
時
に
社
会
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
現
象
で
も
あ
る
の
で
あ
る
…
…
そ
し
て
、
リ
ス
ト
に
と
っ
て
刑
罰
と
は
社
会
的
順
応
（soziale A
npassung
）
も
し
く
は
社
会
的
淘
汰
（soziale A
uslese
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
社
会
的
目
的
性
に
も
と
づ
い
て
科
せ
ら
れ
る
措
置
に
ほ
か
な
ら
?14
）
な
い
。」ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
リ
ス
ト
の
説
く
社
会
的
刑
法
解
釈
を
自
分
の
も
の
に
す
べ
く
努
め
、
生
涯
を
通
じ
て
彼
は
こ
の
解
釈
の
正
当
性
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
?15
）
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
リ
ス
ト
の
犯
罪
と
犯
罪
者
に
対
す
る
社
会
学
的
解
釈
に
対
し
て
、
刑
法
に
お
い
て
も
社
会
的
な
思
想
は
「
事
物
の
本
性
」
と
い
う
思
考
形
式
?
）
三
三
三
三
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
た
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
リ
ス
ト
の
遺
志
を
一
歩
先
に
導
い
て
?16
）
い
る
。
刑
法
に
お
い
て
は
、
法
的
思
考
形
式
は
、
行
為
概
念
が
一
般
的
な
犯
罪
概
念
の
前
法
的
な
下
地
の
本
質
的
な
一
部
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
犯
罪
理
論
に
お
い
て
は
、「
前
法
的
な
下
地
」
へ
の
、
つ
ま
り
犯
罪
構
成
要
件
に
お
け
る
「
自
然
的
な
行
為
」
へ
の
、
ま
た
違
法
行
為
に
お
け
る
法
益
侵
害
と
し
て
の
「
反
社
会
的
行
為
」
へ
の
、
そ
し
て
罪
過
に
さ
い
し
て
の
「
良
心
」
へ
の
遡
行
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
目
に
つ
く
。
と
り
わ
け
「
犯
人
に
関
す
る
理
論
に
お
い
て
は
、
刑
法
の
前
刑
法
的
素
材
へ
の
特
に
い
ち
じ
る
し
い
遡
行
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
理
論
で
は
、
心
理
学
的
社
会
学
的
事
実
か
ら
な
る
教
義
学
上
の
抽
象
的
な
犯
人
の
概
念
の
か
わ
り
に
、
多
様
な
性
格
学
的
、
生
物
学
的
、
社
会
学
的
人
格
タ
イ
プ
か
ら
み
た
?
具
体
的
な
人
間
?“K
onkrete M
ensch”
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
と
に
経
験
に
基
礎
を
お
く
社
会
学
や
心
理
学
や
犯
罪
学
が
こ
の
よ
う
に
強
引
に
刑
法
思
想
に
浸
透
す
る
結
果
と
し
て
、
法
は
そ
の
?
独
立
性
?
の
か
な
り
の
部
分
を
失
う
と
同
時
に
、
社
会
生
活
の
結
果
と
そ
の
原
因
と
に
?
相
対
化
?“reletiviert”
さ
れ
る
の
で
?17
）
あ
る
。」
こ
の
よ
う
な
論
証
の
も
と
に
、
自
然
主
義
と
結
合
し
た
犯
罪
学
と
社
会
学
な
く
し
て
は
、
社
会
的
思
想
の
上
に
構
築
さ
れ
た
刑
法
な
ど
は
不
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
新
カ
ン
ト
主
義
の
信
奉
者
に
と
っ
て
は
決
し
て
当
然
で
は
な
か
っ
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
信
念
が
結
合
す
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
、
そ
の
理
論
と
実
践
に
お
い
て
社
会
的
思
想
が
刑
法
に
浸
透
す
る
こ
と
を
擁
護
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
が
終
末
を
迎
え
た
さ
い
、
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
社
会
的
な
刑
罰
の
解
釈
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
立
ち
も
ど
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
を
も
つ
に
至
?18
）
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
ま
た
、
刑
罰
と
処
分
の
来
た
る
べ
き
体
系
に
お
い
て
、
な
か
で
も
刑
罰
の
執
行
の
更
改
に
さ
い
し
て
は
、
真
に
「
社
会
的
」
な
法
学
か
ら
実
際
的
な
結
論
が
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
忠
告
し
て
?19
）
い
る
。
社
会
的
な
法
理
念
に
則
し
た
立
法
あ
る
い
は
法
の
改
革
に
は
、
社
会
的
な
法
解
釈
が
目
途
と
し
て
い
る
人
間
、
す
な
わ
ち
法
に
お
け
る
人
間
が
す
え
ら
れ
る
。
社
会
的
な
法
思
想
は
、
デ
ュ
ギ
ー
の
「
社
会
化
」
論
が
究
極
的
に
目
指
し
た
よ
う
に
、
個
々
人
の
人
格
を
そ
っ
く
り
賭
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
倫
理
的
要
請
が
充
た
さ
れ
る
た
め
に
は
、
共
同
体
?
）
三
四
三
四
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
へ
の
個
人
の
組
み
込
む
に
は
、
必
ず
や
そ
の
限
界
を
人
権
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
社
会
法
は
、
共
同
体
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
に
先
行
す
る
と
こ
ろ
の
か
の
諸
権
利
の
な
か
に
、
す
な
わ
ち
、
外
的
自
由
を
保
障
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
道
義
的
行
為
の
内
面
的
自
由
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
そ
の
本
質
と
す
る
人
権
の
な
か
に
、
そ
の
限
界
を
見
?20
）
出
す
。」
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
人
と
思
想
（
作
品
）
に
お
い
て
、「
社
会
的
な
も
の
」
は
、
し
た
が
っ
て
「
人
間
的
な
も
の
」
と
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
彼
の
人
と
思
想
は
、
過
去
か
ら
継
承
さ
れ
た
法
治
国
家
の
遺
産
を
、社
会
的
な
人
間
中
心
主
義
的
国
家
に
育
て
上
げ
る
努
力
で
終
始
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
未
来
に
対
す
る
警
告
を
も
与
え
て
く
る
。
こ
の
未
来
に
つ
い
て
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
（T
eilhard de C
hardin
）
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
?21
）
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
来
る
べ
き
時
が
人
類
に
告
げ
知
ら
さ
れ
た
か
に
思
わ
れ
る
社
会
主
義
化
は
、
決
し
て
、
地
上
に
お
け
る
個
人
の
消
滅
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
は
じ
ま
り
を
意
味
し
て
い
る
、
と
。
註
?１
）R
adbruch,
R
echtsphilosophie,
S.
227.
（
著
作
集
１
・
二
九
〇
頁
）、
こ
こ
で
は
、D
uguit,
L
es T
ransform
ations du droit prive?
depuis le C
ode N
apole?on,2.E
d.1920
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
展
開
さ
れ
る
デ
ュ
ギ
ー
の「
法
の
社
会
化
」“socialisation du droit”
と
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
「
法
の
社
会
化
」“der Sozialisierung des R
echt”
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
所
説
か
ら
多
く
示
唆
を
得
て
い
る
。T
hom
as W
u?rtenberger,
zur Idee des
“sozialen R
echts”
bei G
ustav R
adbruch;
in:
G
edachtnisschrift fu?r
 
G
ustav R
adbruch,H
erausgegeben von A
.K
aufm
ann;1968,S.204ff.
（
２
）
デ
ュ
ギ
ー
の
説
く
法
の
社
会
理
論
に
関
し
て
、L
.D
uguit,L
’ide?e du droit prive?,1920.
が
も
っ
と
も
詳
し
い
。
ま
た
彼
の
社
会
法
論
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、G
.
G
urvitch,
L
’ide?e du droit social,
1931,
S.
593f.,
お
よ
びF
.
W
ie?aker,
P
rivatrechts geschichte der
 
N
euzeit,2.A
ufl.,1967,S.578.
等
が
参
考
に
な
る
。
（
３
）K
.R
enner,D
ie R
echtsinstitute des P
rivatrechts und ihre soziale F
unktion,1929.
が
最
も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
R
echtsphilosophie,S.111,185,239
（
著
作
集
１
・
一
三
〇
、
二
三
二
、
三
〇
七
頁
）、
さ
ら
にD
er M
ensch im R
echt,S.39.
（
著
作
集
５
・
一
七
〇
頁
）、D
ie N
atur der Sache,S.35.
（
著
作
集
６
・
一
二
〇
頁
）
等
々
が
あ
る
。
?
）
三
五
三
五
札
幌
学
院
法
学
（
二
三
巻
一
号
）
（
４
）
た
と
え
ば
、D
er M
ensch im R
echt,S.10.
（
著
作
集
５
・
四
頁
）
（
５
）R
adbruch,K
ulturlehre des Sozialism
us.1949,S.19f.
（
著
作
集
８
。
二
二
頁
）
（
６
）
な
か
で
も
、D
er M
ensch im R
echt,S.9ff.,
（
著
作
集
５
・
三
頁
以
下
）
に
明
白
で
あ
る
。
（
７
）R
adbruch,D
er M
ensch im R
echt,S.16.
（
著
作
集
５
・
十
一
頁
）
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
律
的
人
間
類
型
が
社
会
的
現
実
へ
と
接
近
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
、
権
利
主
体
も
ま
た
、
社
会
的
な
、
し
か
も
法
律
的
に
も
意
味
の
あ
る
多
数
の
類
型
へ
と
分
裂
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
法
に
お
け
る
人
間
を
「
集
合
人
」
と
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
の
う
ち
に
一
片
の
団
体
的
な
エ
ト
ス
を
考
え
合
せ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
（
８
）R
adbruch,N
atur der Sache,S.40.
（
著
作
集
６
・
一
二
五
頁
）
（
９
）
こ
う
し
た
対
比
に
つ
い
て
、H
.K
ra?m
er,Strafe und Strafrecht im D
enken des K
rim
inalpolitikers G
ustav R
adbruch,1956,S.
69.
さ
ら
に
、W
u?rtenberger,a.a.O
.,S.205.
（
10
）
と
く
に
刑
法
の
分
野
に
関
し
て
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
後
継
者
た
ち
、
す
な
わ
ち
、E
berhard Schm
idt,G
ustav R
adbruch,L
eben und
 
W
erk,R
hein-N
eckar-ztg.N
r.151,V
.20.11.1948,R
adbruch als K
rim
inalist.
G
edenkrede zur G
edachtnisfeier der H
eidelberger U
niversita?t,28.Jan.1950,ZS tr W
 
63,1950,S.150 ～
165,E
infu?hrung
 
in die G
eschichte der deutschen Strafrechtspflege 2.A
ufl.1951.
?
こ
う
し
た
点
に
ふ
れ
て
筆
者
は
Ｅ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
教
授
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
書
簡
（
一
九
七
六
年
三
月
二
三
日
付
）
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。?
（
11
）R
adbruch,A
utorita?res oder soziales Strafrecht?;in:D
er M
ensch im R
echt,S.67.
「
権
威
刑
法
か
社
会
的
刑
法
か
？
」、
鈴
木
敬
夫
編
訳
『
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
・
魔
笛
の
刑
法
』（
鳳
舎
、
一
九
七
七
年
）
四
〇
頁
以
下
。
（
12
）R
adbruch,F
ranz von L
ist-A
nlage und U
m
w
elt,in:E
legantiae juris crim
inalis,2.A
ufl.,1950,S.222.
（
13
）R
adbruch,E
legantiae.,S.222ff.
こ
の
論
文
は
、
リ
ス
ト
の
精
神
史
的
状
況
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
観
点
は
、
リ
ス
ト
が
刑
法
に
お
い
て
被
告
人
の
た
め
に
法
治
国
家
的
保
障
を
与
え
ん
と
し
て
、
ま
た
目
的
を
意
識
し
た
刑
法
政
策
に
よ
っ
て
犯
罪
人
に
対
し
て
社
会
的
安
全
を
図
ら
ん
と
し
て
戦
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
、
自
由
主
義
と
社
会
主
義
と
の
対
決
と
い
う
思
想
的
背
景
の
上
に
立
ち
な
が
ら
も
自
由
主
義
的
・
社
会
的
な
刑
法
思
想
を
弁
証
法
的
に
結
合
し
た
こ
と
に
存
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
拙
論
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
人
と
思
想
」（
?
）
前
掲
『
論
集
』
八
号
・
六
頁
を
参
照
。
（
14
）R
adbruch,:
E
legantiae.,
S.
224f.
換
言
す
れ
ば
、
リ
ス
ト
に
と
っ
て
刑
罰
と
は
、
本
質
的
に
法
を
犯
し
た
も
の
の
「
再
社
会
化
」“R
es-
?
）
三
六
三
六
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
に
お
け
る
「
事
物
の
本
性
」
論
再
考
（
鈴
木
敬
夫
）
ozialisierung”
な
の
で
あ
る
。
拙
訳
「
権
威
刑
法
か
社
会
的
刑
法
か
？
」、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
『
魔
笛
の
刑
法
』（
前
掲
）
四
七
頁
。
（
15
）E
.W
olf,U
m
bruch oder E
ntw
icklung in G
ustav R
adbruch R
echtsphilosophie?,A
R
SP 1959,S.491.
（
16
）R
adbruch,
N
atur der Sache.,
S.
37f.
（
著
作
集
６
・
一
二
三
頁
）
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
は
い
う
。
確
か
に
、
リ
ス
ト
は
事
物
の
本
性
と
い
う
概
念
を
用
い
な
か
っ
た
が
、
リ
ス
ト
が
犯
罪
概
念
を
構
成
す
る
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
自
然
的
な
行
為
を
つ
か
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
で
、「
事
物
の
本
性
」
な
る
概
念
を
用
い
て
い
る
、
と
。
（
17
）R
adbruch,E
legantiae.,S.226.
（
18
）R
adbruch,A
utoritares oder soziales Strafrecht?;in:D
er M
ensch im R
echt,S.70f.
拙
訳
「
権
威
刑
法
か
社
会
的
刑
法
か
？
」、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
『
魔
笛
の
刑
法
』（
前
掲
）
四
三
頁
以
下
。
（
19
）
社
会
的
国
家
思
想
の
形
成
に
対
し
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
の
法
の
「
社
会
理
論
」
が
も
つ
意
義
に
関
し
て
は
、M
.R
ehbinder,W
andlangen der
 
R
echtsstruktur im Sozialstaat,in:Studien und M
aterialien zur R
echtssozilogie
(Sonderheft 11 der K
o?ln.Zeitschrift fu?r
 
Soziologie und Sozialpsychologie,1967,S.197ff.).
に
詳
し
い
。
（
20
）R
adbruch,V
orschule.,S.101.
（
著
作
集
４
・
二
〇
一
頁
）
な
お
、「
人
権
化
さ
れ
た
自
由
」
か
ら
「
社
会
化
さ
れ
た
個
人
へ
」Rechtsphiloso-
phie,
S.
162.
（
著
作
集
１
・
一
九
九
頁
）
参
照
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、K
urt Seelm
ann,
Sozialism
us und soziales R
echt bei G
ustav
 
R
ad-bruch,M
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